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時遊館COCCOはしむれは、指宿市の文化情報の発信・市民

と観光客の交流の場として、平成 8 年 4 月 2 0 日にオープンいた

しました。この博物館は、南に約 4.2 ヘクタールの国指定史跡指

宿橋牟礼川遺跡が広がる、野外の遺跡と博物館が一体となった

施設です。

指宿市は、天然砂蒸し温泉で有名な国際観光温泉保養都市です。

この博物館では、温泉を含む雄大で恵まれた自然とそこに息づい

た指宿の先人たちの歴史と文化を紐解く施設として、「自然と隼

人いきづく文化」というメインテーマが設定されています。

この冊子は、そうした指宿市考古博物館時遊館COCCOはし

むれの平成 9 年度の活動の状況をまとめたものです。この一年の

間、時遊館COCCOはしむれでは、市民の皆様に向けて、様々

な行催事を企画してまいりました。

おかげさまで、ご来館いただいた方々のほとんどが「来てよ

かった。」「楽しかった。」「また来たい。」とおっしゃって頂いてお

ります。これをはげみに、今後とも、よりよい博物館をめざして

まいりたいと思います。

はじめてのことも多く、各方面の方々にご協力なくしてはでき

なかったことも多かったと存じ上げます。ご協力頂いた各位に対

して深甚の感謝の意を表わしたいとおもいます。

指宿市考古博物館

時遊館COCCOはしむれ

館長 山下隼雄
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指宿市考古博物館 時遊館COCCO はしむれの施設概要

1 階平面図

2 階平面図

3 階平面図
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博物館建設事業の概要

・所在地 鹿児島県指宿市十二町 2 2 9 0 番地

．敷地面積 4, 9 0 0 面

・建築面積 1, 5 0 0 面

・延床面積 3, 1 6 3 面

．展示面積 8 3 0 面

・構造 鉄筋コンクリート造 2 階建

・総事業費 1 9 億 3 千万円

・エ期 着エ平成 6 年 1 0 月～完成平成 8 年 3 月

・建築設計・監理 安井建築設計事務所

．施工建築主体工事 株式会社間組・迫田建設株式会社共同企業体

・電気設備工事 株式会社佐電工

・展示工事 株式会社丹青社

・空気調和設備工事 川本工業株式会社

．給排水衛生設備工 有限会社丸山水道工務店

·C·G製作株式会社 アイ· エヌ・エー

ふるさと歴史の広場事業の概要

くガイダンス施設＞

・建築面積

・延床面積

・構造

・総事業費

・エ期

・建築設計・監理

．施工建築主体工事

・電気設備工事

・空気調和設備工事

．給排水衛生設備工事

・模型設置工事

・映像製作委託

4 2 6 面

4 2 3 面

鉄筋コンクリート造

3 億 4 千万円（史跡整備費含）

着エ平成 5 年 7 月～完成平成 8 年 3 月

株式会社空間文化開発機構

興南建設株式会社

有限会社オーデン

南栄設備株式会社

九州電気水道株式会社

株式会社京都科学

株式会社オフイス· トゥ・ワン

時遊館 COCCOはしむれ全景
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指宿市考古博物館 時遊館COCCOはしむれ

（指宿市教育委員会社会教育課文化係）

平成 9 年度の事業について

1. 時遊館 COCCO はしむれの事業

時遊館 COCCO はしむれでは平成 9 年度において以下の事業を行った。

く博物館事業の部＞

(1) 開館一周年記念事業

(2) COCCO歴史セミナー（全 4 回）

(3) 古代にチャレンジ（古代体験学習）

(4) チャレンジ夏休み自由研究

(5) 企画展『敷領遺跡発掘調査速報展』

(6) 企画展『弥生の王国一吉野ヶ里遺跡の宝物展一』

(7) ミニ企画『迫田遺跡発掘調査速報』コーナー開設

(8) 上野原遺跡写真展

(9) 市民講座・寿大学作品展

(10) 博物館資料収集活動（実物資料．書籍等・写真等）

(11) 博物館資料保存・修復活動

(12) 博物館教育・普及活動（ミュージアムティーチャー会による解説活動）

(13) ミュージアムティーチャー研修会

(14) 『 COCCO だより』の発刊

(15) 図録・ミュージアムグッズの頒布

(16) カフェの委託

(17) 博物館広報・ホームページ管理

(18) 博物館実習生受け人れ

(19) 指宿シルバー美術展

(20) 指宿市文化祭

＜後援・協賛事業の部＞

(21) いでゆ会発表展

(22) あざみの会発表展

(23) 日韓交流美術展

(24) 市民講座・寿大学作品展

く発掘調査の部＞

(25) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡等範囲確認調蒼

(26) ふるさと農道整備事業に伴う発掘調査

(27) 下水道敷設に伴う発掘調査（丈六地区）

(28) 広域農道整備に伴う確認調査

(29) 敷領遺跡確認調査

(30) 丈六．摺ヶ浜線道路拡幅工事に伴う発掘調査

(31) 耕地事業に伴う確認調査

(32) 県営畑地帯農道網整備事業に伴う確認調査

く文化財保護の部＞

(33) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡管理 (35) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡買上事業

(34) 市指定文化財管理

＜刊行・編集書籍等＞

(36) 『弥生の王国一吉野ヶ里遺跡の宝物展一』展示図録 (39) チラシ・パンフレット印刷

(37) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡等範囲確認調査報告書

(38) 丈六・摺ケ浜線道路拡幅工事に伴う確認調査報告書
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2 . 各事業の実績と展開

• 博物館事業の部

(1) 開館一周年記念事業

＜インターネット講座＞

a. 目的 現在、世界の博物館では、インターネットを用いた情報発信が行なわれており、博物館情報を自

宅で検索することができるなど、博物館の考え方も多様になってきている。そこで、きたる高度

情報化社会に向けて、インターネットに親しみ、様々な清報を検索する手段を学ぶ。

b. 日時 『インターネット超基礎講座』 平成 9 年 5 月 4 日（日）午後 3 時～午後 5 時

『体験インターネットシアター』 平成 9 年 5 月 5 日（月）午後 1 時～午後 3 時

C • 場所 時遊館COCCO はしむれ『歴史劇場』

d. 内容 2 日間に分けて講座を行なった。 1 日目は『インターネット超基礎講座』と題し、インター

ネットの考え方などをマルチメディアビジネスセンター職員の協力を得て実施した。 2 日目は

インターネットの使い方を中心に『体験！インターネット』と題し、自由にインターネットにア

クセスして、その使い方を学んだ。

インターネット講座タイムスケジュール

午後 3 : 00 ようこそインターネットの世界へ

午後 3 : 30-4 : 00 ィンターネット探検（鹿児島のホームページ・博物館のホームペー

ジ・各種アニメのホームページ・ちよっとティータイムドラえもん

クイズ）

ホームページの作成（こどもインタビューやデジタルカメラによる

情報の取り込みと情報の発信のしかた）の実際

午後 4 : 00-5 : 00 

e. 主催 指宿市・指宿市教育委員会

f. 実績 『インターネット超基礎講座』では、約 27 名の聴講者が参加し、『体験インターネットシアター』

では、のべ 49 名の参加があった。参加者は、計 76 名であった。子ども連れが多く、やや出入り

があったものの、実際にインターネットを使うことで、その楽しさを理解したものと思われる。

また、参加者の意見では、数回程度の講座として、体系的に学びたいという要望も寄せられた。

" 
ー
►̀

‘ ＋
ヽ

ヽ

インターネット 講座風景
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(2) COCCO歴史セミナー（全 4 回）

a. 目的 博物館に関わりのある自然・歴史分野について広く教養を深め、合わせて、博物館の利用促進を

はかる。

b. 日時．題目

第 1 回平成 9 年 9 月 7 日（日）午後 3: 00~午後 4: 00 

後藤和文 鹿児島大学農学部教授

「現代にマンモスがよみがえるのか」

第 2 回平成 9 年 9 月 2 7 日（土）午後 3: 00~午後 4: 00 

成尾英仁 鹿児島県立博物館学芸員

「遺跡に見る噴火と地震」

第 3 回平成 9 年 1 0 月 1 8 日（土）午後 3: 00~午後 4: 00 

向山勝貞 鹿児島経済大学企画広報室長

「南九州の仮面」

第 4 回平成 9 年 1 1 月 2 2 日（土）午後 3: 00~午後 4: 00 

三木靖鹿児島短期大学長

「今 解き明かされる南九州の山城の謎」

c. 場所 時遊館COCCO はしむれ ガレリア F 1 (1 階講堂・ギャラリー）

d. 主催 指宿市・指宿市教育委員会

e. 実績（参加者数）

第 1 回 5 5 名

第 2 回 4 7 名

第 3 回 4 0 名

第 4 回 4 4 名

COCCO歴史セミナ一風景
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(3) 古代にチャレンジ（古代住居宿泊体験）

時遊館COCCOはしむれと隣接する国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡とを有機的に結びつけて活用する事業

として、「古代にチャレンジ」を実施した。

a. 目的 現在、豊かで暮らしやすい環境のもと、何ら不自由なこともなく過ごしている子供達に、古代人

の生活や忘れられてしまった古代人の素晴らしい知恵と技を自らの体で体験させ、古代人が自然

とともに豊かな生活をしていたことを肌で感じ取らせ、古代への関心を高める。

b. 日時 古代にチャレンジ 平成 9 年 8 月 2 3 日 ~24 日

学習発表会 平成 9 年 1 1 月 8 日

C • 場所 古代にチャレンジ 時遊館 COCCO はしむれ、および国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡

学習発表会 鹿児島市名山小学校（鹿児島県主催『文化財少年団サミット』）

d. 内容

8 月 1 7 日（日）

事前説明会

8 月 2 3 日（土）午後 1 時～

「古代にチャレンジ」結団式・体験発掘調査・ COCCO はしむれ裏方見学 ·COCCO はしむ

れクイズラリー・古代食体験・古代人からのメッセージ（キャンドルサービス）・古代住居宿泊

体験

8 月 2 4 日（日）午前 7 時解散

朝食・ 「古代にチャレンジ 」 解散式

1 1 月 8 日（土）午前 1 1 時～午後 3 時 5 0 分

e. 成果

学習発表会（鹿児島県主催『文化財少年団サミット』）にて発表

子ども達の自主性を尊重し子供達の考えで判断、活動させることを中心として古代人の生活に触

れさせる事業として、昨年度来第 2 回目の事業である。

子供達は、古代人の生活を未開で、貧しく、野蛮だというイメージが強かったようだが、「古代

にチャレンジ 」 に参加した後は、自分たちの直接の先祖が豊かな自然と共に、素晴らしい文化を

築いていたことを発見したようである。

参加者 古代にチャレンジ 指宿市内小学校児童 1 1 名

学習発表会（文化財少年団サミット） 小学校児童 4 名、中学校生徒 1 名

古代住居宿泊体験
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(4) チャレンジ夏休み自由研究

博物館の活動の一つには、市民への研究活動の支援が挙げられる。今回は、小学校、中学校生を対象に、

夏休みに自主的に調査・研究に取り組もうとする子どもたちを積極的に支援し、特に、資料調査法について

習得させることを目的に、学習支援活動の一環として、本事業を行った。

a. 目的 子どもたちの自由な発想や興味を伸ばすと同時に、その発想や着眼点を検証していく作業や方

法を実践的に行うことによって、科学的な思考を着実に習得する。

b. 日時第 1 回 平成 9 年 7 月 2 4 日（木）午前 1 0 時～午前 1 1 時

第 2 回 平成 9 年 7 月 3 1 日（木）午前 1 0 時～正午

第 3 回 平成 9 年 8 月 7 日（木）午前 1 0 時～正午

学習発表会 平成 9 年 1 1 月 8 日（土）午前 1 1 時～午後 3 時 5 O 分

c. 場所 チャレンジ夏休み自由研究時遊館COCCO はしむれ復元作業室

d. 内容

e. 成果

学習発表会 鹿児島市名山小学校（鹿児島県主催『文化財少年団サミット』）

第 1 回 自由研究テーマについての相談・例示、研究方法の例示、関連図書の紹介。

すでに自分で研究テーマを決めている子どもについては、関連図書の紹介や研究

方法についてアドバイスを行った。

研究テーマの決まつていない子どもについては、歴史・地理分野の自由研究の素

材や方法について例示し選択してもらった。

第 2 回 中間指導。子どもたちが 1 週間の間に調べた内容について簡易な発表を行なって

もらい、また、質問を受けて、その解決方法や研究のまとめに向けてのアドバイ

スを行なった。

第 3 回 成果の発表と評価。各自の研究成果を発表する。自由研究の内容についてそれぞ

れ評価しあう。時遊館 COCCO はしむれロビーにてパネル展示による研究成

果の展示を行う。

学習発表会 鹿児島県主催『文化財少年団サミット』にて発表

参加人員が 3 名と少なかったが、いきとどいた指導が可能となったと考えられる。特に、研究

テーマに沿って、 3 回で終了する予定であったが、実際は、その間に幾度となく書籍などの資

料を借りにくるなど、子どもたちの積極的な取り組みが見られた。継続的な研究を 2 週間にわ

たり取り組むことによって、調査・研究の方法を実践的に学ふことができたと考えられる。

チャレンジ夏休み自由研究
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チャレンジ！夏休み自由研究の成果

ネアンデルタール人

北指宿中学校 1 年 実熊祥平

1. ネア ンデルタ ール人の発見

ドイツのネアンデル川岸の洞窟で発見された。しかし、はじめはごみ同然の扱いを受けてい

て、捨てられたりしたそうだ。

涸窟では、ダイナマイトが使われ工事が行われた。それで、た＜さん残っていたかもしれない

ネアンデルタール人の化石は、粉々になってしまった。

2. マルセラン・ブールの間違い

ドイツ国立自然史博物館のマルセラン・ブールは、はじめてネアンデルタール人の復元をやっ

た人類学者である。

ブールの復元によると、ネアンデルタール人の姿はこのようなものだった。

① 身長 170 C!Il。ヨーロッパ人としては低めである。

② 体重 70kg

③ 頭は長く、ややつふれた形で、後頭部がでっぱている。繭の部分はふ＜らんでいる。

④ 顔の幅が広く、前方に突き出し、大きい鼻をもっている。

⑤ 手が大きくエスキモー人に近い。

ブールの復元では、ネアンデルタール人はゴリラとチンパンジーの中間のような生物で、とて

も人とは言えないものだった。ブールも、ネアンデルタール人を人類の祖先ではなく、人類の亜

種といっている。

今では、この考えが間違っているとされている。つまり、ネアンデルタール人は、現代人に近

い人類と考えられている。

3. ネアンデルタール人について現在一番有力な説

1997 年 7 月 12 日の南日本新聞には、ネアンデルタール人は人類の祖先ではないと書かれてい

た。 DNA鑑定の結果、ネアンデルタール人は、現代人とチンパンジーの中間の生物であるとい

うことだ。ぼくは、 DNA鑑定についてはあまり信用していない。

4. 自分の仮説

ネアンデルタール人は一部が全滅し、 一部はクロマニョン人と雑婚して進化したと考えてい

る。

その理由は、クロマニョン人の洞窟の中でネアンデルタール人の石器が発見されていること。

後期ネアンデルタール人の骨がクロマニヨン人に近づいていること。クロマニヨン人とネアンデ

ルタール人の化石の発見地が非常に近いことがある。

5. 進化の証拠

後期ネアンデルタール人の骨では、「おとがい」が出ており、後頭部がへこんできていること。

つまり、クロマニヨン人の特徴を備えてきている 。 このことは、雑婚を裏付ける証拠と考えてい

る。

6. おわりに

ネアンデルタール人を調べたが、とても難しかったことが印象に残りました。
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ザ・古墳

丹波小学校 6 年 豊留大和

1. 調べはじめたきっかけ

ぼくは、学校で古墳時代のことを知りました。そして古墳のことについてもっと知りたくなりまし

た。夏休みになって博物館にい＜機会があって、そこの先生がとても楽しい話をしてくれたので、そ

れを自由研究にしようと思いました。

2 . 古墳ってなんだろう

3 世紀末から 7 世紀にかけて造られた天皇や豪族の募。円墳・方墳•上円下方墳・前方後円墳など

の形がある。

3 . なぜ古墳は造られたのかな

弥生時代からの稲作の広まりは、身分の差をどんどん広げていった。その結果、大きな権力を持っ

た支配者があらわれることになったが、彼らは死後の世界にまで、自分達の力を示そうと考えた。こ

れが古墳と呼ばれる巨大な墓です。

4. ぼくのたどりついた説

最初にぼくは、前方後円墳の前方部にももうひとつの部屋があると思っていました。しかし、調べ

てい＜うちに、それが違うことがわかりました。そこでぼくは、前方後円墳が何かの道具をまねて造

られたのではないかという考えにたどりつきました。

なぜ前方後円墳の形はできたのか

① 方墳と円墳をくつつけてできた

② 山頂を削って造ったら，かぎ穴のような形になった

（ぼくの説）

③ なにかの道具をまねて造った（例えば鈴）

5. 最後に

この古墳時代のことを調べていると、もう学校で習ったあとなのに、自分が知らないことがた＜さ

んでてきておもしろかった。

古墳の分布を書いている時に、九州の福岡あたりに古墳が集中していることに気付いた。福岡に邪

馬台国があったという考えは本当なのかもしれない。まだまだ知らないことがあるかもしれないから、

またの機会に調べてみようとおもう。
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おしゃれ縄文人

丹波小学校 6 年 中水悠二

1. 始めた理由

ぼくが、この自由研究を始めた理由は、縄文人に色々興味を持っていたからです。その中でも、現在

と縄文時代の衣装の違いを調べてみた く なったからです。

2 . これまでわかっていたこと

縄文人は服を作っていた。縄文人は、美しい石や鹿の角、貝殻、動物の骨などを使って首飾りを

作ったり、長い髪の人はかんざしをしたり、大きさや形の様々だった耳飾りをしたり、占い師など

は、腕輪をしたり、よ＜人がアクセサリ一をしていた。

服は、カラムシの繊維の糸で編むが、かなり時間がかかっていた。この布の名前をアンギンとい

う。他にも靴があった。靴は縄文人に欠かせないものだった。そして縄文人は化粧もしていた。祭

りなどでは、ベンガラというもので化粧をしていたと考えられている。特別な時だけでなく、彩り

もしていた。

布にも色々な種類がある。

① アンギンという編み物

② もじり編みという編み物

③ 織布という織物

3. 調べた内容

①アンギン• もじり編み・織布の出土例

②土器の底についた布のあと（アンギン）の実物の型をとった

③毛皮を加工する道具（スクレーパ一）を博物館で調べた

④材料の毛皮をとった猪の骨が貝塚から出土した例を調べた

⑤服の手掛かりの土偶の模様を調べた

4. わかったこと

①縄文人は、布を作っていたが、アンギン• もじり編み・織布の 3 種類だった。

②毛皮も使っていたと考えられる。

③土偶の模様や①と②から服はこうだったと考えられる。

5 . 感想

ぼくがこの自由研究をやってすごいとおもったことは、縄文時代の人は、全部自分達で考えて

作っているということです。今はほとんど機械でやっているけど、大昔の人は手作業でやっていま

す。だから、古代人はすごい能力を持っていたんじゃないかなと思いました。
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丹波小学校 6 年中水悠二

夏休み自由研究

ネアンデルタール人

北指宿中学校
1年3組
実熊祥平

北指宿中学校 1 年実熊祥平

王三

丹波小 6年3組

豊留大和
丹波小学校 6 年 典丘7J

早日
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(5) 企画展『敷領遺跡発掘調査速報展』

国民の共有財産である埋蔵文化財の調査の成果を還元し、文化財保護思想について啓発することは極めて

重要な業務の一環である。

a. 目的 敷領遺跡の発掘調査では特に奈良・平安時代の集落、古墳時代の集落、弥生時代の住居など貴重

な発見があったため、その成果を社会に還元するとともに、発掘調査の流れを展示し、文化財保

の護啓発活動を行なう。また、博物館の活性化を図る。

b. 会期平成 9 年 4 月 2 9 日（火）～平成 9 年 7 月 1 3 日（日）

C.  場所 時遊館COCCO はしむれ特別展示室

d. 内容 指宿市敷領遺跡の発掘調査で出土した奈良・平安時代の墨書土器をはじめとして、奈良・平安時

代の集落を中心に指宿市の律令時代の集落について展示、解説した。また、古墳時代の住居や弥

生時代の住居などを紹介した。

さらに、発掘調査の進め方（発掘調査現場写真や発掘調査の道具、報告書作成の道具や方法な

ど）を展示した。入場無料。

e. 成果 博物館では、常に何か新しい事業やおもしろい催し物を開催しているというイメージが、博物

館の活性化のためには必要である。今回の展示では、特に、発掘調査の速報的な内容で、報告書

刊行時点までの発掘調査成果の公開のあり方としても大きな意味があった。

来館者からは、普段見ることができない発掘調査の進め方などについて実際の展示物に触れな

がら見学することができ、理解しやすかったとの感想もいただいた。

速報展の観覧客数は、期間中 3,124 名（期間中入館者数 10,258 人）であった。

速報展風景 I

速報展風景 II
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(6) 企画展『弥生の王国一吉野ヶ里遺跡の宝物展一』

博物館の活動の一環として考えられるものに企画展示・特別展示がある。これらの企画展示は、日頃

の博物館の調査· 研究成果を一般に還元するだけではなく、日常見ることのできない資料を公開すること

で文化意識の高揚をはかることができる。

また、通常、博物館における常設展示は、恒常的な資料展示を目的とするのに対し、企画展示・特別展

示は短期的に、テーマを持って行なうものである。このことによって、博物館へのリピーターを増やし、

博物館を活性化させることができると考えられる。

a. 目的 鹿児島県では、上野原遺跡をはじめとして、縄文時代の遺跡が数多く発見され、極めて社会的

関心が高くなってきている。ここ指宿市では、国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡があり、縄文土器

と弥生土器の新旧関係を地層を用いて分けた遺跡として大正 1 3 年に国指定史跡指定された。

このことからも、当博物館では、弥生時代遺跡の代表的存在である吉野ヶ里遺跡の重要文化財

を公開し、縄文時代から弥生時代への差異性を明確にしたい。また、博物館の活性化を果た

し、リピーターの確保を行いたい。

b. 会期平成 1 0 年 1 月 1 日（木）～平成 1 0 年 2 月 1 日（日）

C. 場所 時遊館 COCCO はしむれ 2 階特別展示室

d. 内容 展示会名称『弥生の王国一吉野ヶ里遺跡の宝物展一』

サブテーマ (1) 世界の中の弥生時代

(2) 『魏志倭人伝』の中の弥生時代

(3) 吉野ヶ里遺跡の宝物

(4) 解明される弥生の王国

(5) 弥生の王国と吉野ヶ里遺跡

(6) 縄文時代、弥生時代、そして古墳時代ヘ

主な展示品 把頭飾付き有柄細形銅剣 （吉野ヶ里遺跡）

ガラス製管玉 （吉野ヶ里遺跡）

細形銅剣 (4) （吉野ヶ里遺跡）

把頭飾 (1) （吉野ヶ里遺跡）

柚比本村遺跡出土の玉飾漆鞘 （柚比本村遺跡）

2 4 ページ

実物

実物

実物

実物

複製等

企画展示図録

関連イベント • 関連映画の映写会『邪馬台国が見えてきた』毎日 2 回（於 歴史劇場）

・講演会『吉野ヶ里遺跡秘話』講師 中摩浩太郎 社会教育課主事

（平成 1 0 年 1 月 2 4 日午後 2 時～午後 3 時於講堂ギャラリー）

e. 成果

入場者数 2 , 0 1 3 名

講演会入場者数 6 8 名

把頭飾付き細形銅剣などの吉野ヶ里遺跡の出土資料は、しばしば教科書にも登場する著名な資料であ

り、実物資料を見る機会が少ないものである。また、国の重要文化財として、わが国の弥生時代の社会

を理解する上で貴重なものである。来館者からも好評の声が聞かれた。このような企画展を今後も継続

的に実施してい＜ことで、指宿市の文化の高揚がはかられると同時に、博物館の活性化につながるもの
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と考えられる。

この展示会の開催の効果については、 1 月までの入館者数は前年度比で平均 50. 1 /\゜ーセントで、約半数

に減少している。ー方、 1 月の入館者は前年度比で 76. 2 /\゜ーセントであり、企画展の開催により、入館者

の減少に歯止めをかける大きな効果があったと考えられる。

吉野ヶ里遺跡出土

把頭飾付有柄銅剣
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(7) ミニ企画 『迫田遺跡発掘調査速報』コーナー開設

指宿市迫田遺跡は、指宿市十二町堂ノ後で本年度新たに発見された古墳時代の集落遺跡である。この遺

跡では土器集中廃棄所と呼ばれる遺構や住居跡などが発見されている。

同時代の遺跡は、指宿市内では橋牟礼/I I 遺跡、片野田遺跡、敷領遺跡、尾迫谷迫遺跡、宮之前遺跡など

が知られているが、これらの遺跡の分布は、指宿市内では大きく 3 ヶ所に偏在する傾向がある。つまり、

6 世紀代の指宿市では、いくつかの単位集落に分かれていたことが考えられる。

このような成果を基に、平成 9 年 1 1 月 1 5 日に現地において報道発表を行なった。同時に、この成果

を直ちに市民に還元するため、常設展示室のコーナ一を設け、出土品や写真などを展示し、指宿市の古墳

時代の集落配置の様相についての展示を提示した。

a. 目的 迫田遺跡の古墳時代集落遺跡の発見に伴い、出土した遺物や写真を展示し、 6 世紀代（古墳時

代）の指宿の集落配置について速報的に展示し、常設展示の中にも若干の展示変化を持たせる

と同時に、常設展示の付加価値を高める。

b. 会期平成 9 年 1 1 月 1 8 日（火）～平成 1 0 年 2 月 1 7 日（火）

c. 場所 時遊館COCCO はしむれ常設展示室（第 4 展示室）

d. 内容 入場料は常設展示観覧料。迫田遺跡の土器集中廃棄所から出土した土器、軽石製陰石、磨石、

凹石、写真パネル、解説パネル、新聞掲載記事などを展示。

e. 成果 常設展示室は、基本的にば恒常的な展示内容を提示する所であるが、新発見や学説の変化など

に応じて部分的に改変し、常に新しい内容を盛り込むことも重要である。今回のコーナーの開

設は一時的なものであるが、それでも常設展示室に新しい情報を付加する試みとして重要であ

る。

来館者は新しい情報が付加されていることを知り、常に、新しい情報が加えられていることに

好意的な印象を持つことと考えられる。

土器集中廃棄所検出状況
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(8) 博物館資料収集活動（実物資料．書籍等・写真等）

a. 目的 博物館の基幹をなす事業の一つとして、資料の収集活動を実施した。

b. 場所 特別収蔵庫· 復元作業室

C • 内容 今年度は、旧専売公社跡地倉庫内に収蔵されていた民俗資料・文書資料等のリストの作成と、

近世初期の文書について寄贈申し込みがあり、それを受け入れた。

※ 平成 9 年度の収集資料のリストは紀要編に掲載 しています。

, 

資料リスト作成風景

特別収蔵庫内風景

特別収蔵庫内風景
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(9) 博物館資料保存・修復活動（実物資料・書籍等· 写真等）

a. 目的 博物館の基幹をなす事業の一つとして、資料の保存・修復活動を実施した。

b. 場所 復元作業室

c. 内容 今年度は、旧専売公社跡地倉庫内に収蔵されていた民俗資料・文書資料等について、燻蒸作

業を実施した。燻蒸作業は、殺かび、殺虫を期して行なった。

d. 燻蒸実施実績

平成 9 年 6 月 4 日 ~6 月 5 日 古文書燻蒸

6 月 2 4 日 ~6 月 2 5 日 古文書燻蒸

6 月 2 6 日 ~6 月 2 7 日 民具燻蒸

タ之

くん蒸作業実施状況

-17-



(10) 博物館教育・普及活動（ミュージアムティーチャー会による解説活動）

a. 目的 博物館の教育普及活動の最も基礎的な業務の一つである常設展示の案内・解説について、恒常

的な情報の提供、教育普及効果の向上を目的にミュージアムティーチャー制度を導入した。

安定したサービスの供給に向けて、 MT 会と委託することによって成立している。

b. 内容 ミュージアムティーチャーの組織は下記のとおりである。

ミュージアムティーチャー 4 名 案内・解説業務

アシスタントティーチャー 3 名 受付、もぎり業務、および案内・解説業務の補助

開館日は、ミュージアムティーチャー（以下MT と略す。） 2 名、アシスタントティーチャー（以下A

T と略す。） 2 名が受付に勤務する体制をとり、 MT はそれぞれ歴史劇場、常設展示室に常駐し案内・解

説業務にあたる。

C • 成果 ミュージアムティーチャーの解説活動については、来館者から、「他の博物館では、ゆっくり

と説明をしてもらえないが、時遊館 COCCO はしむれでは、丁寧な説明· 案内があって分か

リやすい。 」 というような評価が多い。今後も継続しで恒常的に案内・解説業務の提供を行

なってい＜ことが必要である。

(11) ミュージアムティーチャー研修会

a. 目的 研修会を通じて、ミュージアムティーチャーやアシスタントティーチャーの資質を向上し、博

物館において、より高い質のサービスを提供することを期する。

b. 場所 歴史劇場研修室

C. 内容 全 5 回の研修会を実施した。

第 1 回：平成 9 年 8 月 2 7 日（水）

・開館以降、現在までの展示案内、サービス上の問題点と改善策について

• 第 3 展示室（体験ゾーン）の運営と活用について

・学習プログラムの開発について (1)

第 2 回：平成 9 年 9 月 2 4 日（水）

・学習プログラムの開発について (2)

・「古代の火おこし」プログラムについて (1)

第 3 回：平成 9 年 1 0 月 2 2 日（水）

・「古代の火おこし」プログラムについて (2)

・「体験！土器のもようつけ」

第 4 回：平成 9 年 1 0 月 2 2 日（水）

・ワークシート作成の基礎資料収集

第 5 回：平成 9 年 1 1 月 2 6 日（水）

・ポイント解説、案内について
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(12) 『 COCCO だより』の発刊

情報紙『 COCCO だより』における広報

時遊館 COCCO はしむれにおいては、市民もし く は市外の多くの方々の生涯学習の場として博物館を

活用してもらうために、博物館での開催行事の情報提供と文化情報の発信を行なっている。

COCCO だよりは、平成 9 年 3 月号から毎月発行しており、平成 1 0 年 3 月号で、通算 2 0 号を数え

ている 。

時遊館COCCO はしむれ お報せ版第 9号平成 9 年 4 月 1 日

歴
史
劇
場
で
の
ひ
と
こ
ま

修
学
旅
行
や
遠
足
で
も
県
内
外
の

生
徒
た
ち
が
た
＜
さ
ん
訪
れ
て
く

れ
ま
し
た
。

平
成
8

年
4

月

2
0日
の
開

館
か
ら
も
う
す
ぐ

1

年
。

『
薩
摩
焼
展
』
や
『
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
』
、
『
名
画

鑑
賞
会
』
、
『
考
古
学
セ
ミ

ナ
1

』
な
ど
な
ど

、

様
々
な

催
し
に
ご
協
力
、
ご
来
館
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
入
館
い
た
だ
い
た

お
客
様
も
7

万
3

千
人
を
越

え
、
全
国
で
も
指
折
り
の
考

古
博
物
館
と
し
て
新
聞
、
雑

誌
に
も
度
々
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
9

年
度
も
、
開
館

初
年
度
以
上
に
ユ
ニ
ー
ク
な

運
営
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
゜

万
~
蒻
鰭
｝．

—

— 

発
ー

春の花叫こさそわれて

押
し
花
展
開
催

翠
先
着

5
0

名
様
押
し
花
無
料
体
験
も

ヽ

5

月
3

、

4
、

5

日

の
3

日
間

、

押
し
花

展
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
期
間
中
午
前
1
0

時
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
2

時
か
ら
4

時

ま
で
の
時
間
で
、
先

着
5
0名
様
に
限
り
、

押
し
花
は
が
き
作
り

の
無
料
体
験
サ
ー
ビ

4 月号

灰威9年度備7醐
楷痴方摩少年海が派遣
参勿産募黎摩扱7らせ

コ

コ

姉
妹
都
市

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
ロ
ッ
ク

ハ
ン
プ
ト
ン

市
で
ホ
ー

ム

ス
テ
ィ
し
な

が
ら
同
市
の

青
少
年
と
の

交
流
を
し
て

み
ま
せ
ん

か
。
詳
細
は

下
記
の
と
お

り
で
す
゜恐

協
賛

主
催

研
修
期
間
平
成

9

年
7

月

2
1日
1
8

月

1
1日

(
2
1泊
2
2日
）

募
集
人
員
と
応
募
資
格

市
内
在
住
の
心
身
と
も
に
健
康

な
中

・

高
生
、

1
5
名
屈3

応
募
方
法
と
応
募
先

応
募
申
込
用
紙
（
市
内
の
学
校

に
あ
り
ま
す
）
、
学
校
長
推
薦
書

に
作
文
「
青
少
年
海
外
派
遣
に

応
募
し
て
」
（
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
3

枚
程
度
）
を
添
え
て
、
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
応

募
下
さ
い
。
市
外
学
校
に
通
学

中
の
方
は
C
O
C
C
O

は
し
む

れ
内
社
会
教
育
課
に
応
募
申
込

用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
゜

ス
も
あ
り
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会

に
押
し
花
作
り
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す

゜

鬱

鶴
窪
ま
す
み
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ス
フ
ラ

ワ
ー
協
会

素
敵
な
作
品

、

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

3

月
4

日
、

市
民
講
座
俳
旬
教

室
の
俳
句
会
が

C
O
C
C
O

は
し

む
れ
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
野
外

の
国
指
定
史
跡
を
散
策
し
た
後
、

古
代
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
の
俳

句
会
。
今
月
よ
り
、
3

回
に
分
け
て

作
品
を
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
゜

見
直
さ
れ
赤
飯
す
す
り
古
代
偲
ぷ

橋
牟
礼
の
古
墳
の
泉
都
今
ぞ
見
る

早
春
に
遺
跡
た
づ
ね
て
古
代
食

春
先
や
は
し
む
れ
川
に
古
代
鈴

娑を
は
迂
て

募
集
期
間

平
成
9

年
4

月
7

日
5

同
月

2
4日
ま
で

費
用四

十
万
三
千
円
（
内
補
助
金
二

十
五
万
円
）

お
問
い
合
わ
せ

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
内

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

電
話

2
3

|
5
2
o
o
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そ
の
＿
二

桜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
お
か
わ
り
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
柳
田
校
区
の
遺
跡
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
弥
次
ヶ

湯
の
敷
領
遺
跡
が
最
近
発
掘
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
わ
た
し
の
姉
が
敷
領

に
嫁
い
で
い
ま
し
た
。
敷
領
に
は
、
広
い
田
ん
ぽ
や
、
そ
れ
を
管
理
す
る

施
設
も
あ
り
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
の
と
き
に
は
、
鉄
鎌
を
持
っ
て
よ
く
手

伝
い
に
行
っ
た
も
の
で
す

。

発
見
さ
れ
た
出
土
品
は
現
在
教
育
委
員
会
の

ほ
う
で
整
理
中
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ど
ん
な
も
の
が
見
つ
か
っ
た
の
か
、

私
も
そ
の
結
果
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
懐
か
し
い
品
々
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
柳
田
校
区
に
は
、
他
に
も
道
上
、
道
下
、
上
玉

利
、
下
玉
利
、
そ
れ
か
ら
現
在
の
市
役
所
の
あ
た
り
に
と
古
代
の
遺
跡
が

た
＜
さ
ん
あ
り
ま
す
。
昭
和

2
0年
代
に
は
、
指
宿
高
校
に
郷
土
研
究
部
が

あ
っ
て
、
校
区
を
は
じ
め
指
宿
の
歴
史
研
究
の
基
礎
を
築
い
て
く
れ
ま
し

た
。
あ
れ
か
ら

5
0年
あ
ま
り
、
古
代
の
生
活
の
様
子
も
ず
い
ぶ
ん
分
か
っ

て
き
た
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
皆
さ
ん
の
知
ら
な
い
こ
と
が
ら
も
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
私
た
ち
の
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
っ
て

下
さ
い
。
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
。

縄
文
時
代
の
風
習
に
「
抜
歯
」

（
ば
っ
し
）
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
犬
歯
や
切
歯
の
前
歯
を
抜

い
て
し
ま
う
の
で
す
。
抜
歯
は
1
5オ

＜
ら
い
か
ら
始
ま
り
、
若
い
人
ほ
ど

抜
歯
の
本
数
が
少
な
く
、
年
を
と
る

ほ
ど
多
く
な
り
ま
す
。
抜
歯
は
、
ま

ず
1
5オ
の
こ
ろ
の
「
成
人
式
」
の
儀

式
と
し
て
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
健
康
な
歯
を
無
理
や
り

抜歯

抜
く
こ
と
は
さ
ぞ
か
し
痛
か
っ
た

で
し
ょ
う
が
、
そ
の
痛
み
に
た
え

て
初
め
て
大
人
の
仲
間
入
り
が
で

き
た
の
で
す
。
そ
の
後
も
結
婚
や

身
内
の
死
な
ど
の
人
生
の
節
目
ご

と
に
歯
を
抜
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
「
に
っ
」
と
歯
を
見
せ
て

笑
い
合
っ
た
縄
文
人
の
笑
顔
に
は

そ
の
人
の
人
生
が
き
ざ
ま
れ
て
い

た
の
で
す
。

は
し
む
れ
村こ

こ
ま
ろ

古
代
か
ら
の
手
紙

COCCOまんが道場

‘ 

日
本
最
古
の
ト
イ
レ
は
、
今
の

と
こ
ろ
、
藤
原
京
（
六
九
四
S

七
一

0
)
で
発
掘
さ
れ
た
汲
取
り
式
と

水
洗
式
の
ト
イ
レ
で
す
。
遺
跡
か

ら
見
つ
か
る
四
角
い
穴
を
ト
イ
レ

と
判
定
す
る
に
は
、
そ
の
土
の
中

に
寄
生
虫
の
卵
が
残
っ
て
い
る
が

ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
゜

ご
不
浄
や
は
ば
か
り
な
ど
と
呼
ば

れ
、
隠
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た

ト
イ
レ
は
、
記
録
も
少
な
く
、
そ
の

復
元
が
大
変
難
し
い
の
で
す
゜

7

日
（
月
）1
4日
（
月
）2
1日
（
月
）

2
3日
（
水
）
の
4

回
で
す
゜

詳
し
く
は
当
館
ま
で
お
尋
ね
下
さ

ぃ
。
電
話
2
3
_
5
1
o
o

古
代
こ
ぼ
れ
話
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時遊館COCCOはしむれ お報せ版 第 10 号 平成 9 年 4 月 18 日 発行 指宿市教育委員会 社会教育課

COCCOはしむれでは、開館 1 周年を記念して、多彩な

イベントを企画しました。皆様お誘いあわせのうえ、おいで

ください。
r-一•’’’’’ ’

ミニ企画展「発掘調査の裏側見せます」
ロニ敷領遺跡発掘調査速報二ニ］

あ
り
が
と
う
開
館
1
1周
年

記
念
企
画
目
白
押
し

すま
料無

品

場入

映放
作
を
督

監

分

送
5

ク

時
刈

放s
 
, B

 分
炉

でリ
時

ク

7

品

ス
後
作

細
午
的

精
）
念

高
土
記

の
（
の

場
日
画

劇
3

映

史
月

F

歴
5
S

4 月 29 日（火）～特別展示室 入場無料
「発掘調査ってとうやるの？」

敷領遺跡の最新調査成果をまじ

ぇ、発掘調査の舞台哀をご紹介

します。

「這声S偉生放送）シアタ— I

s
4
l
 

5 月号

コ

コ

多立00].年宇宙の旅
5 月 4 日（日）午後 1 時,.._,2 時 42 分入場無料

スティーフ‘‘マーチン主演
1 摩琴雲ぶ-冨’

せつなくおかしいラプコメディ一

t,? せしのロク炉—ヌ

icocco名画鑑賞会

大画面でのインターネット

探検！パソコンがもっと楽

しくなる。
5 月 4 日（日）

3 時歴史劇場

午後 1 時～

無料

~=呼＿（リ火〕 竺~~時:g時入場料 500 円 1
アメリカンデモクラシーの不屈の強さをダイナ

ミックに描いた大作

IVEET ....JOt-1'¥,1 DOE 

群集
I 歴史劇場新作映画上映会I
「ひらけ！大地のタイムカプセル」に続 <COC

COはしむれオリジナル映画第 2 弾！！

僻ンットシアター

#4004J 
4 月 29 日（火） 午前 9 時,..._, 30分おきに上映

入場料が必要です

親子で挑戦パソコンゲーム

5 月 3 日（土） ,..._, 5 日（月）

ちよっと苦手なパソコンも

楽しいゲームで楽々克服！

昌
参加無料

ヽ
\ 

ヽ，，

まだまだあるよ！裏に続＜
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r 春を満喫！押し花展
5 月 3 日（土） ~5 日（月） 入場無料

期間中先着 50 名様に限り、押し花はが

き作りの無料体験サーピスもあります。

~ 
鶴窪ますみ

フラワーデザインスクール

陣！レスキュ一望働車 I
5 月 3 日（土）午後 1 時 30 分,.._,3 時 00 分

消防自動車や救急車が橋牟

礼川遺跡に大集合！体験試

乗会もあります。お子様連

れでどうぞ！

古代の料理が第1位
すてっぷあっぷの古代懐石が
郷土料理コンテストで優秀賞受賞

さる 3 月 29 日、鹿児島観光アカデ

ミー（鹿児島県調理連合会、県観光

連盟）主催の郷土料理コンクール

で、古代懐石を中心に作ったメ

二ュー参加 2 2 の作品の中から第 1

位の優秀賞に選ばれました。 COC

COはしむれでもあちこちから昼食

の予約が入るほどの人気ぷり。ス

タッフの皆さんが心を込めて作る味

が、新しい指宿の名物になろうとし

>;... き;.:。1洋し,:~~ 

も
う
初
夏
を
お
も
わ
せ
る
陽
気

の
こ
の
頃
で
す
が
、
み
な
さ
ま
い

か
が
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
私
の
ふ
る
さ
と
丹
波

校
区
の
遺
跡
を
訪
ね
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
ま
し

た
は
し
む
れ
村
の
周
り
に
も
た
＜

さ
ん
の
村
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在

の
丹
波
小
学
校
の
あ
た
り
や
摺
ケ

浜
近
辺
、
山
手
の
片
野
田
や
丈
六

と
そ
れ
は
そ
れ
は
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
も
の
で
す
。
今
頃
の
季
節
に
は
、

農
作
業
の
あ
い
ま
を
ぬ
っ
て
、
よ

＜
貝
掘
り
へ
出
か
け
た
も
の
で
す
゜

波
打
ち
際
に
た
た
ず
む
あ
の
ひ
と

に
出
会
っ
た
の
も
う
ら
ら
か
な
春

の
こ
と
で
し
た
。

は
し
む
れ
村こ

こ
ま
ろ

遜

長
い
髪
を
後
ろ
手
に
結
っ
た
、
笑

顔
の
や
さ
し
い
ひ
と
で
し
た
。
胸

元
に
は
美
し
い
青
い
ガ
ラ
ス
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
左

手
に
は
純
白
の
貝
の
プ
レ
ス
レ
ッ

ト
を
2

つ
つ
け
て
い
て
、
彼
女
が

手
を
振
る
た
ぴ
に
「
カ
ラ
ン
カ
ラ

ン
」
と
や
わ
ら
か
く
涼
し
げ
な
音

色
が
響
い
た
も
の
で
す
゜

あ
れ
か
ら
随
分
と
時
間
が
経
ち

ま
し
た
。
海
辺
の
景
色
も
す
っ
か

り
様
変
り
し
ま
し
た
が
、
春
の
海

を
見
る
た
ぴ
に
、
耳
の
奥
で
あ
の

音
色
が
こ
だ
ま
し
ま
す
゜

古
代
か
ら
の
手
紙
そ
の
囮

奈
良
S

平
安
時
代
に
な
る
と
各

地
に
国
府
や
郡
街
（
ぐ
ん
が
）
と
よ

ば
れ
る
役
所
が
置
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
日
本
の
官
僚
シ
ス
テ
ム
の

原
形
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
奈

良
時
代
の
都
、
平
城
京
に
は
、
約
八

千
人
の
役
人
が
働
い
て
い
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
゜

春眠暁を覚えず COCCOまんが道場

f
i
 

、
以
"
r

•F~9,

' 

.a‘,1 

3
 

夜
明
け
と
も
に
宮
城
周
辺
の
大

路
は
、
出
勤
し
て
く
る
役
人
た
ち

で
あ
ふ
れ
、
開
門
と
同
時
に
そ
の

人
波
が
ド
ッ
と
中
へ
吸
い
込
ま
れ

て
い
く
、
現
代
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

出
勤
と
変
わ
ら
ぬ
光
景
が
毎
日
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
゜
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ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
続

き
、
時
遊
館
は
遠

足
の
児
童
•
生
徒

た
ち
で
連
日
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
柳
田
小
学

校
、
丹
波
小
学
校

を
は
じ
め
、
県
内

各
地
の
学
校
か
ら

来
館
が
あ
り
ま
し

た
。
5

月
は
3
6の

学
校
の
皆
さ
ん
に

お
い
で
い
た
だ
き

ま
し
た

。
一
番
の

人
気
は
、
古
墳
時

代
の
村
を
そ
の
ま

ま
復
元
し
た
第
3

展
示
室
。

ド
ー
ム

状
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
だ
さ
れ

る
光
の
演
出
で
、
古
代
の
＿
日
を

再
現
す
る
と
大
き
な
歓
声
が
あ

が
つ
て
い
ま
し
た
。

5

月
に
来
館
い
た
だ
い
た
学
校

指
宿
養
護
学
校
、
柳
田
小
、
魚
見
小
、

大
川
内
小
、
上
場
小
、
清
水
小
、
宇
宿

小
、
丹
波
小
、
財
部
北
小
、
赤
木
名

小
、
勝
目
小
、
瀬
戸
内
連
合
小
、
諏
訪

小
、
岩
南
小
、
手
蓑
小
、
伊
津
部
小
、

今
町
小
、
奄
美
小
、
大
黒
小
、
赤
江

小
、
沖
水
小
、
小
松
台
小
、
土
橋
小
、

大
成
小
、
大
王
小
、
荒
木
小
、
上
嘉
鉄

小
、
清
水
中
、
谷
山
北
中
、
山
澄
中
、

桜
山
中
、
緑
ヶ
丘
中
、
喜
入
中
、
武

中
、
福
平
中
、
明
和
中

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

春lこ学b預韻諏

6月号

コ

コ

団員募集
第9回指宿市少年の船

り、沢—加慣贔
世界遺産の島「屋久島」の大自然にふれてみませんか

期 間

研修内容

7 月 23 日（水） ,.._,z5 日（金） 2 泊 3 日

屋久島環境研修センター見学

大自然ふれあい探訪登山など

募集人員 高校生 6 名、中学生 12 名、小学生 12 名

（小学生は 5 、 6 年生。男子 15 名、女子 15 名）

申込先 希望の方は各地区単位子ども会育成会長

さんまで参加申込書を提出して下さい。

申込は 6 月 15 日（日）までです。

お問い合わせ

シルパ一美術展は、 60歳以上の方々の絵画作品

を県内から公募し、約 200 点を一堂に展示するユ

二一クな美術展です。洋画、日本画、水彩画、版

画、ちぎり絵など円熟した作品の数々をご堪能＜

ださい。また、指宿市教育委員会では、作品を募

集しています。詳しくは下記事務局までお尋ね下

さい。

会期／平成9年8月3日（日）-17日（日）
会場／時遊館COCCOはしむれ

COCCOはしむれ内社会教育課

・電話 23-5200 まで
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「
草
木
も
眠
る
丑
三
つ
ど
き
、
人
形
に
釘
を
打
っ
て
憎
い
あ

の
ひ
と
に
呪
い
を
... 

」
千
二
百
前
の
都
平
城
京
で
確
か

に
そ
れ
を
し
た
人
が
い
た
証
拠
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
井
戸

の
中
か
ら
目
と
胸
に
木
釘
を
さ
さ
れ
た
人
形
が
出
土
し
た
の

で
す
。
こ
う
し
た
呪
い
の
儀
式
は
、
唐
か
ら
っ
た
わ
っ
た
と

の
説
も
あ
り
ま
す
。
天
平
元
年
に
は
、
平
城
京
で
も
呪
組

（
じ
ゅ
そ
）
を
禁
止
す
る
命
令
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。
は
た
し

て
こ
の
呪
人
形
は
な
ぜ
釘
を
打
た
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

COCCOまんが道場

醤
惹
ド
t

雨
が
多
く
て
洗
濯
物
も
乾
き
に
く
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
指
宿
校
区
の
遺
跡
を
訪
ね
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
道
上
、
道
下
地
区
に
古
墳
時
代
の
村
が

あ
り
ま
し
た
。
中
福
良
に
は
、
こ
こ
は
、
皆
さ
ん
の
時
代
に
ず
っ
と
近

い
の
で
す
が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
の
頃
ま
で
、
お
寺
が
あ
り
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
お
寺
は
廃
仏
毀
釈
で
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
た
、
大
園
原
に
は
、
縄
文
時
代
の
村
が
あ
っ
て
た
＜
さ
ん
の
村

人
が
暮
ら
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

4

年
前
に
は
、
家
の
絵
が
描

か
れ
た
土
器
片
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
今
、
皆
さ
ん
が
暮
ら
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
に
私
た
ち

古
代
人
も
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
住
み
よ
い
と
こ
ろ
は
、
今
も
昔
も
か

わ
り
ま
せ
ん
。
私
の
村
が
消
え
て
か
ら
も
う
一
五
0
0
年
も
の
時
が

過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
指
宿
は
、
開
聞
岳
の
噴
火
に
も
負
け
ず

に
新
し
い
歴
史
を
築
い
て
き
て
い
ま
す
。
き
っ
と
私
の
子
孫
に
あ
た

る
子
供
た
ち
も
元
気
で
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
子
た
ち
に

C
0
c
c

O

は
し
む
れ
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
゜

は
し
む
れ
村

古
代
か
ら
の
手
紙
そ
の
五

こ
こ
ま
ろ

多1

釘

釘

•Ij 

賣
i
`

色
恋
の
も
つ
れ
か
、
は
た
ま
た
、
政
治
の
陰
謀
か
？
謎
は
深
ま
る
ば
か

り
で
す
が
、
い
つ
の
世
も
人
の
業
の
深
さ
は
図
り
知
れ
な
い
も
の
で

す
゜

人
権
感
覚
を
高
め
よ
う
―

―

昔
、
夫
婦
と
老
人
と
4

オ
に
な
る
子
、
4

人
が
一

緒
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
老
人
は
、
年
を
と
っ
て
食

ベ
物
を
こ
ぽ
し
、
汚
ら
し
く
よ
ご
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ

こ
で
、
夫
婦
は
老
人
を
テ
ー
ブ
ル
で
な
く
、
物

陰
で
食
べ
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
老
人
は
涙
を

た
め
、
た
め
息
を
っ
き
ま
し
た
が
何
も
言
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

老
人
は
、
ま
す
ま
す
年
を
と
り
、
手
が
ふ
る
え
て

不
自
由
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
日
、
老
人

は
、
陶
器
の
食
器
を
落
と
し
て
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。夫

婦
は
こ
れ
か
ら
も
壊
さ
れ
て
は
か
な
わ
な
い
の

で
、
老
人
に
は
、
粗
末
な
木
の
皿
を
あ
て
が
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

4

オ
の
子
が
し
ば
ら
く
し
て
、
木
片

を
刻
ん
で
い
る
の
を
夫
婦
が
見
か
け
ま
し
た
。

「
坊
や
、
何
を
し
て
い
る
の
？
」

「
木
で
お
皿
を
作
っ
て
る
の
」

「
そ
の
お
皿
何
を
す
る
の
」

「
う
ん
、
僕
が
大
き
く
な
る
こ
ろ
に
は、

バ
バ
も
マ
マ

も
年
を
と
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
ろ
、
こ
の
お
皿
が
で

き
あ
が
る
か
ら
、
こ
れ
で
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
て
あ

げ
る
の
。
」
ヴ
{
)

0
 

夫
婦
は
ぴ
っ
く

り
し
て
老
人
を
元

ど
お
り
テ
ー
プ
ル

ヽい
妙
氾
」

マ
」

に
つ
か
せ
、
陶
器
の

4
ー

尽

食
器
で
食
事
を
さ

f

冒
」
と
に
し
ま
｛
｛
且

「
グ
リ
ム
童
話
集
」
よ
り
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此まる

譜ふる鯰如蜘遭康輝らせ

中
尾
迫
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
6

月

1
8日
に
始
ま
り
ま
し

た
。
現
場
は
、
農
面
道
路
か
ら
南
に
入
っ
た
水
迫
付
近
の
山

林
で
、
古
墳
時
代
S

弥
生
時
代
の
遺
跡
が
あ
る
よ
う
で
す
゜

調
査
は
、
9

月
末
ま
で
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
、

7

月
初
旬
に
は
、
向
吉
地
区
で
下
水
道
配
管
に
伴
う
発
掘
調

査
も
は
じ
ま
り
ま
す
。
国
分
市
上
野
原
遺
跡
の
発
見
に
沸
＜

南
九
州
で
す
が
、
指
宿
市
内
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
で
様
々

な
遺
跡
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
尾
迫
遺
跡
や
向

吉
遺
跡
で
は
、
ど
ん
な
発
見
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後

が
楽
し
み
で
す
゜

7 月号

コ

コ

美化活動•スポ一ツを通じて市内の中・高校生

の親睦を図り、心身ともに健康な青少年の育成

をめざして「中高生ふるさとの集い」を開催しま

す。多数の参加をお待ちしております。

日時平成 9 年 8 月 13 日（水）

会場 指宿市総合体育館及びその周辺

対象 市内在住の中・高校生、育成者と指導者

申込期限 7 月 15 日（水）午後 5 時まで

申込場所社会教育課 (COCCOはしむれ内）

活動内容 体育館周辺・付近海岸の美化活動

とバレ一ポール大会

昨年のバレ一ポール大会の優勝は小牧

A チームでした。今年はどのチームに

栄冠が輝くのでしょうか？参加チーム

の皆さん頑張ってください。

期
日
未
定

向
山
勝
貞
先
生
（
鹿
児
島
経
済
大
学
）

「
南
九
州
の
仮
面
」
（
仮
題
）

闘~ぷ閃~一

砂
編

平
成
9

年
度
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
が
次

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
時
間
は
い

づ
れ
も
午
後
3

時
S
4

時
3
0分
ま
で
。

聴
講
は
無
料
で
す
。
皆
様
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
未
定

後
藤
和
文
先
生
（
鹿
児
島
大
学
教
授
）

演
題
「
現
代
に
マ
ン
モ
ス
は
よ
み
が
え
る

か
」
（
仮
題
）

期
日
未
定

成
尾
英
仁
先
生
（
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

演
題
「
南
九
州
の
火
山
と
地
震
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
」
（
仮
題
）

第
1

回
7

月

2
6日
（
土
）

三
木
靖
先
生
（
鹿
児
島
短
期
大
学
教
授
）

演
題
「
薩
摩
の
山
城
に
つ
い
て
」
（
仮
題
）
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COCCOまんが道場

ヽ

P
』
今
←

*0 
産
婦
人
科
の
病
院
で
は
、
出
産

し
て
退
院
す
る
時
に
生
ま
れ
た
時

の
赤
ち
ゃ
ん
の
手
形
や
足
形
を
つ

け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
゜

縄
文
時
代
に
も
よ
く
似
た
風
習
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
東
北
地
方
や

北
海
道
の
縄
文
後
期
の
遺
跡
か
ら
、

粘
土
に
子
ど
も
の
手
形
や
足
形
を

つ
け
て
焼
き
物
に
し
た
土
製
品
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
土
製
品
の

端
に
は
小
さ
な
穴
が
あ
け
ら
れ
て

い
て
、
ど
う
や
ら
つ
り
下
げ
ら
れ

て
い
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
手
形
・

足
形
の
大
き
さ
か
ら
推
測
す
る
と
、

新
生
児
で
は
な
く
満

1

オ
前
後
の

乳
幼
児
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
゜

遺跡から出土した手形や足形

誕
生
日
に
無
病
息
災
を
願
っ
て
つ

け
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も

の
成
長
を
願
う
気
持
ち
は
今
も
昔

も
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

夏休み、歴史や大地のことを調べてみ

ませんか?COCCOはしむれスタッフ

が自由研究のアドバイスをします！

(JliJjJ 
f
f
 

7 月 24 日、 31 日、 8 月 7 日

の 3 回

2. 会場 COCCOはしむれ

3. 対象 市内在住の小学 6 年生・中学生

4. 定員 20 名

5. 募集期間 7 月 1 日,..._, 7 月 20 日

6. 応募方法 お電話にて申し込みみくだ

さい。定員になりしだい締

め切らせていただきます。

7. 申込先・お問い合わせ

電話23-5100 社会教育課文化係

1. 期日
" 

古
代
か
ら
の
手
紙
そ
の
六

初
夏
の
日
差
し
が
ま
ぶ
し
い
こ
の
頃
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
魚
見
校
区
の
遺
跡
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
魚
見
岳
の
西
側
の
麓
に
は
、
弥
生
時
代
S

古
墳
時
代
の
頃
の
集
落

．
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
上
吹
越
、
五
郎
ヶ
岡
、
魚
見
小
学
校
付
近
か

ら
土
器
や
石
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
知
林
ヶ
島
の
海
底
か

ら
も
土
器
が
見
つ
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
事
は
ま
だ

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
知
林
ヶ
島
付
近
に
は
、
私
も
小
さ
な
舟
で
よ
<

釣
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
ア
ジ
に
ア
ラ
カ
プ
、
タ
イ
に
伊
勢
エ
ピ
゜
ィ

カ
も
た
＜
さ
ん
釣
れ
ま
し
た
。
釣
針
は
、
鉄
製
の
立
派
な
も
の
を
使
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
時
折
、
フ
グ
に
噛
み
切
ら
れ
残
念
な
思
い
を
し
た

も
の
で
す
。
さ
て
、
今
回
で
市
内
6

校
区
の
遺
跡
を
訪
ね
終
わ
り
ま
し

た
。
ひ
よ
っ
と
し
た
ら
、
も
っ
と
未
来
の
人
々
に
、
今
の
皆
様
の
暮
し

ぶ
り
を
遺
跡
と
し
て
紹
介
す
る
機
会
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

時
ま
で
、
し
ば
ら
く
筆
を
休
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
の
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
ご
き
げ
ん
よ
う
。

は
し
む
れ
村

こ
こ
ま
ろ

, ー

, 
‘,'‘ 

会
場

電
話 シ

ル
バ
ー
美
術
展
は
、
県
内

か
ら
公
募
し
た

6
0歳
以
上
の

方
々
の
絵
画
作
品
約
二
百
点
を

一
堂
に
展
示
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

美
術
展
で
す
。
洋
画
、
日
本
画
、

水
彩
画
、
版
画
、
ち
ぎ
り
絵
な

ど
の
円
熟
し
た
作
品
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
教
育
委
員

会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
C
O
C
C
O

は
し
む
れ
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

会
期
平
成

9

年
8

月
3

日

S
1
7日

C
O
C
C
O

は
し
む
れ

2
3
|
5
1
o
o
 

炊
墓

習
回
｀
シ
ル
バ
ー
翠
諏
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時遊館COCCOはしむれお報せ版第 13 号平成 9 年 7 月 30 日 発行指宿市教育委員会社会教育課

諏嘩シルバー詞顧職扉I~
コ

期
場
会
会

8月3日（日）午前11時3CYn'-17日（日）
時遊館COCCOはしむれ
シルバー美術展は入場無料です

一
見
学
者
で
に
ぎ
わ
う
会
場
、
第
7

回
の
と
き
の
様
子

8 月は、人権問題啓発強化月間です。私たちの身近な問

題としてとらえ、同和問題をはじめとする様々な差別事象

に対し、自分自身を変えることからはじめましょう。

【人権啓発ラジオ番組「明日も天気になあれ」の紹介】

①放送局 FM鹿児島（ミュー FM)

②放送枠 毎週日曜日午前 10: 55,..,_,10: 59'10" 

③放送期日 7 月 ,..,_,12 月全 26 回

④番組名 「明日も天気になあれ」

⑤テーマ 8 月「部落差別の問題」

01~。：「「::~:二() 
11 月「障害者差別の問題」

12 月「人権問題」【人権・同和問題啓発映画のテレピ放送の紹介p
番組名 「サンセットサンライズ」（放送局 MB C) 

放送日 平成 9 年 8 月 9 日（土）午前 10 : 15,..,_, 11 : 10 

8 月号

コ

第 2 回以降の平成 9 年度歴史セミナーの開

催日程が下記のとおり決まりました。

多数の皆様のお越しをお待ちしております。

第 2 回 9 月 7 日（日）午後 3 時～

「現代にマンモスは蘇るか」

講師後藤和文先生（鹿児島大学）

第 3 回 9 月 27 日（土）午後 3 時～

「火山と地震のメカニズム」（仮題）

講師成尾英仁先生（県立博物館）

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
解
説
員

井
上
栄
一
郎
氏
作

••••••••• ... 。
.

.

.

 ・
會
’

し
傾
閉
合
吃
）

り
、

l
l
t否
七

o. ヽ
會
．
會
、
●
、

・
'

......... 會
・

竪
穴
の
住
居
に
＿
人
座
す
と
き
に

古
代
語
し
ゃ
べ
る

美
女
が
ほ
し
か
り

素
朴
な
る
竪
穴
住
居
に
住
み
た
し
と

贅
沢
好
き
の
現
代
人
は
言
ふ

弥
生
人
の
霊
宿
る
か
甕
棺
の

内
な
る
闇
を
お
そ
れ
覗
き
ぬ

L
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COCCOまんが道場

死
月
か
、9

ィ
'
?
t

0
メ
ヘ
／
4

も
・
ワ
ぅ
ょ

平
城
京
に
は
、
約
八
千
人
の
役

人
が
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら

が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
た
か
と

い
え
ば
、
基
本
的
に
は
今
の
役
所

と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
租
税
を
見
積
も
っ
て
財
政
を

算
定
し
た
り
、
宮
殿
や
寺
院
の
造

営
．
改
築
な
ど
様
々
な
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
の
役
人
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
は
人
事

考
課
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

木
簡
と

よ
ば
れ
る
木
の
力
—
ド
に
出
勤
日

数
や
仕
事
ぷ
り
、
人
柄
や
道
徳
性

な
ど
事
細
か
な
勤
務
評
定
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
毎
年
の
評
定

を
「
考
」
と
い
い
、
そ
の
評
価
は
下

級
役
人
が
上
中
下
の
3

段
階
、
五

位
以
上
の
位
に
は
9

段
階
が
あ
り
、

4

年
S
6

年
の
間
の
勤
務
評
定
に

よ
っ
て
位
が
あ
が
つ
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
出
世
の
条
件
は
、
ま
ず

勤
務
日
数
で
、
常
勤
の
役
人
は
一

年
の
3

分
の
2

以
上
、
非
常
勤
の

役
人
は
、
百
四
十
日
以
上
の
勤
務

が
必
要
で
し
た
。

今
回
よ
り
、
故
小
川
亥
＿
二
郎

先
生
の
著
書
『
南
九
州
の
地

名
』
の
中
か
ら
指
宿
に
関
連
す

る
地
名
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
第
1

回
は
、
ま
ず
『
指
宿
』

に
つ
い
て
で
す
゜

平
安
時
代
の
古
文
書
『
和
名
抄
』

に
は
、
揖
宿
郡
は
「
以
夫
須
岐
」

（
イ
フ
ス
キ
）
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
古
来
よ
り
揖
宿
の
読
み
方
に

つ
い
て
は
、
イ
フ
ス
キ
と
ユ
フ
ス

キ
の
2

つ
の
流
れ
が
あ
り
、
中

世
S

近
世
に
は
、
ユ
フ
ス
キ
の
呼

び
名
が
し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
゜

日
本
語
に
は
「
行
く
」
を
ユ
ク
と

い
う
よ
う
に
イ
音
と
ユ
音
と
読
替

え
る
性
質
が
あ
る
よ
う
で
す
。
で

は
、
「
ユ
フ
ス
キ
」
に
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
古
来

よ
り
指
宿
は
温
泉
街
と
し
て
知
ら

れ
、
湯
之
口
、
湯
の
浜
、
湯
の
里
な

と
「
湯
（
ユ
）
」
の
つ
い
た
小
字
は

第
1

回
『
指
宿
』

三
十
箇
所
近
く
あ
り
、
中
世
に
は

「
湯
豊
宿
」
と
も
表
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ユ
フ
ス
キ
の
フ
は
、
「
生
（
フ
）
」

が
あ
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
「
生
」
は
芝
生
と
書
く
よ
う

に
植
物
が
生
い
茂
る
場
所
を
意
味
す

る
言
葉
で
し
た
が
、
そ
れ
が
転
じ
て

何
か
が
た
＜
さ
ん
あ
る
場
所
を
さ
す

意
味
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
古
代
の
朝
鮮
半
島
で

は
村
の
こ
と
を
ス
キ
と
呼
ん
で
い
て
、

指
宿
の
「
ス
キ
」
は
そ
の
な
ご
り
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
指
宿
の
語
源
は
ユ
フ
ス
キ

「
湯
生
村
」
で
、
そ
れ
が
長
い
歴
史
の

中
で
イ
フ
ス
キ
↓
イ
プ
ス
キ
と
変
化

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
゜

古代の南薩地方

西
方
中
尾
迫
遺

跡
の
発
掘
調
査
が

始
ま
っ
て
、
1

ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
炎
天
下
の
中

発
掘
調
査
作
業
員

の
皆
さ
ん
の
苦
労

も
大
変
で
す
。
現

在
、
約
二
千
年
前

の
弥
生
時
代
の
遺

物
が
出
土
し
は
じ

め
ま
し
た
。
遺
跡

は
見
晴
ら
し
の
良

い
大
地
の
上
に
あ

り
ま
す
。
き
ら
き
ら
光
る
夏
の
海

を
弥
生
人
た
ち
も
見
た
は
ず
で

す
。
ま
た
一
っ
、
指
宿
の
古
代
が

明
ら
か
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
゜
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時遊館COCCOはしむれ お報せ版 第 14 号 平成 9 年 9 月 1 日

平
成
9

年
度
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

が
い
よ
い
よ
今
月
か
ら
は
じ
ま
り

ま
す
。
第
1

回
目
の
テ
ー
マ
は

「
マ
ン
モ
ス
」
。
映
画
ロ
ス
ト
ワ
ー

ル
ド
（
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
バ
ー
ク
）

で
も
話
題
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
技
術
を
使
っ
て
マ
ン
モ
ス
を

現
代
に
蘇
ら
せ
よ
う
と
い
う
壮
大

な
計
画
が
日
本
と
ロ
シ
ア
の
間
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
人

者
、
鹿
児
島
大
学
の
後
藤
和
文
先

生
を
お
迎
え
し
て
、
最
新
の
マ
ン

モ
ス
発
掘
調
査
情
報
も
あ
わ
せ
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機

会
お
聴
き
の
が
し
な
く

！

日
時

会
場

演
題

9

月
7

日
（
日
）
午
後3
時

C
0
c
c
O

は
し
む
れ

「
マ
ン
モ
ス
は
現
代
に
蘇

る
か
」

発行

第
2

回
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
は
9

月

2
7日
（
土
）
、
午
後3
時
か
ら
で
す
゜

開
聞
岳
の
火
山
活
動
に
つ
い
て
精
力

的
な
研
究
を
さ
れ
て
い
る
県
立
博
物

館
の
成
尾
英
仁
先
生
を
お
迎
え
し
て

「
遺
跡
に
見
る
噴
火
と
地
震
」
と
題

し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
頻
発
す

る
薩
摩
半
島
の
地
震
。
噴
煙
を
あ
げ

つ
づ
け
る
桜
島
。
そ
し
て
、
橋
牟
礼

川
遺
跡
を
埋
め
尽
く
し
た
開
聞
岳
゜

` .
X・
•• 

都
合
に
よ
リ

“. 

顛
査
:
休
ん
で

\
3
B

も
あ
り
1

す
．

駅サ泡')
丹我小
ｩ 

錮査地、点5• 

丹
波
小
学
校
の
裏

門
前
で
遺
跡
の
確
認

調
査
が
始
ま
り
ま
し

た
。
遺
跡
の
名
前
は

「
南
丹
波
遺
跡
」
。
丹

波
小
学
校
付
近
に
遺

跡
が
あ
る
こ
と
は
指

宿
市
誌
に
も
記
録
が

あ
り
、
古
墳
時
代
の

遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
近

＜
に
は
、
国
指
定
史
跡
橋
牟
礼
川

遺
跡
も
あ
る
た
め
、
そ
こ
と
の
関

連
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
゜

調
査
は
9

月
末
ま
で
の
予
定
で
す
゜

お
気
軽
に
見
学
に
お
こ
し
く
だ
さ

', 
昴

‘° 
し

丹

8

月

1
3日
、
市
体
育
館

に
お
い
て
中
高
生
三
百
七

十
人
が
参
加
し
て
、
賑
や

か
に
ふ
る
さ
と
の
集
い
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
中
高

生
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

美
化
活
動
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
汗
を
流
し
、
異
年
齢

間
の
交
流
を
深
め
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
小
牧
チ
ー
ム

が
2

連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。

発曾蒻7 猾親
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地
名
に
つ
い
て
い
る
「
ム
レ
」

に
は
山
と
村
の
2

つ
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。
指
宿
で
こ
の
地
名

が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
探
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

山
を
意
味
す
る
の
は
、
「
大
牟

礼
迫
」
と
い
う
地
名
で
す
。
魚

見
岳
の
頂
上
は
嶽
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
嶽
は
山
、
す

な
わ
ち
大
牟
礼
を
意
味
し
、
そ

の
両
側
に
あ
る
急
に
低
く

な
っ

た
狭
い
と
こ
ろ
が
「
大
牟
礼
迫
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
゜

村
を
意
味
す
る
の
は
、
丹
波

校
区
の
「
大
牟
礼
」
と
い
う
商

店
街
の
と
こ
ろ
で
す
。
ム
レ
は

人
の
群
れ
（
ム
レ
）
住
む
所
と

い
う
意
味
で
、
ム
レ
が
転
じ
て

ム
ラ
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
大
牟
礼
は
大
村

の
意
味
な
の
で
す
゜

〔~
第

2

回

[
故
小
川
亥
三
郎
先
生
の
著
書
『
南
九
州
の
地
名
』
の
中
か
ら
指
宿
に
あ
る

一

地
名
を
紹
介
し
て
い
ま
す
゜

こ
の
「
お
お
む
れ
」
に
つ
い
て
は
平
安
時
代
の

文
書
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
丹
波

小
学
校
の
南
に
あ
る
小
牟
礼
も
小
村
と
い
う

意
味
か
ら
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
゜

オ
オ
ム
レ

『
大
牟
礼
』
口

今
か
ら
一
千
万
年
前
ほ

ど
の
ア
フ
リ
カ
で
は
、
気

候
が
ゆ
っ
く
り
と
変
化
し

て
密
林
が
草
原
へ
と
変
化

し
て
行
き
ま
し
た
。
こ
の

新
し
い
環
境
の
中
で
生
き

て
い
く
た
め
初
期
の
類
人

猿
は
地
上
で
過
す
時
間
が

長
く
な
り
、
や
が
て
集
団

で
植
物
を
探
し
歩
き
、
死

ん
だ
動
物
を
食
べ
た
り
し

レ
ー
ソ

)‘ 

な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
や
が
て
そ
れ
が
協
力

や
意
志
の
伝
達
を
促
し
、

知
能
を
発
達
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
す
。
最
初
の
人
類

は
、
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ

ク
ス
（
南
の
猿
の
意
味
）

と
呼
ば
れ
、
約
四
百
万
年

前
に
誕
生
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
゜

大牟礼迫0

〇知林ヶ島

わ
た
し
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
と
べ
な
い
が
、

と
べ
る
小
鳥
は
わ
た
し
の
よ
う
に

地
べ
た
を
は
や
く
は
走
れ
な
い
。

わ
た
し
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も

き
れ
い
な
音
は
で
な
い
け
ど

あ
の
鳴
る
す
ず
は
わ
た
し
の
よ
う
に

た
＜
さ
ん
な
う
た
は
知
ら
な
い
よ

す
ず
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
わ
た
し

み
ん
な
が
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

「
金
子
み
す
ず
童
話
集

『
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
』
」

(
J
U
L
A
出
版
局
）
よ
り

合
令
私
た
ち
が
住
む
こ
の
社
会
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
。
お
互

い
の
違
い
を
認
め
合
う
力
を
合
わ

せ
な
が
ら
み
ん
な
が
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
け
る
そ
ん
な
社
会
を
築
け

る
よ
う
努
力
し
た
い
も
の
で
す
゜
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時遊館COCCOはしむれ お報せ版 第 15 号 会員委育教市

文
化
の
秋
到
来
で
す
。
平
成
9

年
度
の
指
宿
市
文
化
祭
•
生
涯
学
習
推

宿ヒ日
• 

行
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
日
、
会
場
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
様

発
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
゜

日月゜年
, 

成平 社会教育課

内
容

市
民
講
座
・
寿
大
学
等
の
受
講

日
時
平
成

9

年
1
1月
8

日

（
土
）1
3時
3
0分
s

大
会
テ
ー
マ

「
『
ま
な
び
』
で
広
が
る

南
の
ふ
る
さ
と
」

因
面
竺
祭
]

展
示
部
門

平
成
9

年
1
1月
8

日
（
土
）
か

ら
9

日
（
日
）
市
総
合
体
育
館

芸
能
部
門

1
1月
9

日
（
日
）

1
0時
か
ら
1
6時

市
民
会
館

- " 心迅三ふ 、.~さ·. -•f•

コーラスグループの舞台発表の様子

生
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
を
は
じ

め
、
バ
ー
バ
ラ
植
村
先
生
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
外
国
人
か

ら
見
た
鹿
児
島
な
ど
楽
し
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
い
っ
ば
い
の
講
演
で
す
゜

コ

コ

奎
お問い合わせ

23-5100 

昌’，爛耀晶

且分の手芍虎ん式琶I
成人式実行委員を募集

市教育委員会では、「平成 10 年指宿市成人式」

委員を募集いたします。

0対象昭和 52年 4 月 2 日 ~53年 4 月 1 日までに生ま

れた人。（各校区から男女 1 名ずつ、希望者多

数の場合は抽選）

〇申込方法往復はがきに住所、氏名、電話番号を記入

し、「成人式実行委員希望」と明記の上、お

旦：:: 及言〗；~;~~一：町／、〗

の実行

講
師
向
山
勝
貞
先
生

鹿
児
島
経
済
大
学

日
時

古
来
よ
り
、
仮
面
は
人
と
神
を
結
び
付
け
る
儀
式
の
道

具
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
南
九
州
に
残
る
仮
面
に

は
、
ど
ん
な
神
々
が
や
ど
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
謎
に
迫
り
ま
す
゜

平
成
9

年
1
0月
1
8日
（
土
）

午
後
3

時
s
4

時
3
0分

C
0
c
c
O

は
し
む
れ
講
堂

第3
回
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

山
川
写
楽
ク
ラ
プ
の
第
1

回
の

写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
風
景
・

人
物
を
は
じ
め
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
美
し
い
写
真
の
数
々
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無

料
で
す
゜

期
間
平
成

9

年
1
1月
1
1日

（
火
）S
1
1月
1
6日
（
日
）
ま
で

会
場

C
0
c
c
O

は
し
む
れ

講
堂

山J II写楽クラブ
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失敗

じ
ょ
う
ろ
く

ロ
ロ
丈
六
□

狩
は
、
古
代
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
大
切
な
仕
事
の
一
っ
で
し
た
。

縄
文
時
代
に
な
る
と
そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
弓
矢
が
発
明
さ

れ
、
よ
り
遠
く
か
ら
獲
物
を
し
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
獲
物
に
気
付
か
れ
ず
、
直
接
槍
を
剌
す
よ
り
も
安
全
な
方
法
で
す
゜

腕
前
を
あ
げ
る
た
め
に
練
習
を
積
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
時
に
は
思
わ

ぬ
失
敗
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
゜

故
小
川
亥
三
郎
先
生
の
著
書
『
南
九

州
の
地
名
』
の
中
か
ら
指
宿
に
あ
る

地
名
を
紹
介
し
て
い
ま
す
゜

江
戸
時
代
の
『
三
国
名
勝
図
絵
』

と
い
う
本
の
中
に
、
「
丈
六
山
浄
真

院
西
選
寺
、
十
二
町
村
、
摺
ヶ
浜
の

後
岡
に
あ
り
、
真
言
宗
な
り
」
と
い

う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
丈
六
の
呼
び
名
は
、
丈
六
山

浄
真
院
西
選
寺
と
い
う
寺
の
名
前

か
ら
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
゜
で
は
、
こ
の
寺
の
名
前
は
ど

こ
か
ら
つ
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
か
つ
て
こ
の
寺
の
境
内
に
は
、

COCCOまんが道場

マジック今は昔！
第4回奇術の祭典

▽心？岱呪黛ら
地元のマジッククラブ会員他、友情ク

ラブの出演もあります．入場無料です．

応聾;i~叫も ＇苫iク：ぃ試；\.~: l'且唸唸漑慇， ，豆::.·1

とき 平成 9 年 10 月 26 日（日）

12 時開場 13 時開演

COCCOはしむれ講堂

指宿マジッククラブ

九州奇術連合会、 SAM ジャパン

ところ

主催

後援

『
と
ろ
ぴ
か
—
れ
い
ぷ
す
き
』
は
、
指
宿
市
内
の
高
校

生
で
組
織
さ
れ
る
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

プ
で
す
。
子
ど
も
会
の
運
営
や
レ
ク
リ
工
—
シ
ョ
ン
指

導
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
、
地
域
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
—
ダ
ー
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。
指
宿
市
内
在
住
の
中
・
高
生
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
C
O
C
C

O

は
し
む
れ
内
社
会
教
育
課
（
電
話
2
3

—

5
2
o
o
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

『
と
ろ
ぴ
か
—
れ
』
は
英
語
の
「
T
r
0
p
.
l
c
a
l

」

（
熱
帯
地
方
の
）
と
イ
タ
リ
ア
語
の
「R
e

」

(
Sす
る
）
の
造

語
で
『
情
熱
的
に
熱
＜
燃
え
て
活
動
す
る
』
と
い
う
意
味
を
込

め
て
つ
け
ら
れ
た
名
前
で
す
゜

会

員
募
集

＿
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

か
_
れ
い
ぶ
す
き
』
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平成 9 年 11 月 1 日 発行 指宿市教育委員会 社会教育課

コ

コ

勘汲又のみなさんへ
平成10年新成人調査及び成人式での意

見発表者の募集について

(? Dff ffff 8~ 
市教育委員会では、往復ハガキによる平

成 9 年の新成人対象者の調査を行なってい

ます。ハガキの届いていない方でも出席で

きますので下記までご連絡ください。ま

た、成人式での新成人による意見発表の原

稿を下記のとおり募集します。

0成人式平成 10 年 1 月 5 日

0新成人該当者 昭和 52年 4 月 2 日から

昭和 53 年 4 月 1 日まで

0意見発表テーマ

①新成人になって思うこと

②私の選んだ道

③ 21 世紀の指宿を夢見て

字数は、 400 字詰め原稿用紙 4枚以内

0原稿締切 11 月 21 日（金）

0問い合わせ、原稿送り先

指宿市十二町 2290

時遊館COCCOはしむれ

社会教育課成人式実行委員会

電話 23-5200

平
成
9

年
1
1月
8

日

（
土
）1
3時
3
0分
S

市
民
講
座
・
寿
大
学
等
の
受
講

生
の
皆
さ
ん
の
作
品
発
表

講
演

演
題
「
外
国
人
か
ら
見
た鹿

児
島
」

バ
ー
バ
ラ
植
村
先
生

講
師

日

時

至

平
成
9

年
度
の
指
宿
市
文
化
祭
•
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
゜

国
口

大
会
テ
ー
マ

「
『
ま
な
び
』
で
広
が
る

南
の
ふ
る
さ
と
」

市
民
会
館

展
示
部
門

平
成
9

年
1
1月
8

日
（
土
）
か

ら
9

日
（
日
）
市
総
合
体
育
館

芸
能
部
門

1
1月
9

日
（
日
）

l
o時
か
ら
1
6時

お問い合わせ

23-5100 

訓
t

山
川
写
楽
ク
ラ
プ
の
第
1

回
の
写

真
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
風
景
・
人

物
を
は
じ
め
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
美
し
い
写
真
の
数
々
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
゜

期
間
平
成

9

年
1
1月
1
1日

（
火
）S
1
1月
1
6日
（
日
）
ま
で

会
場

C
0
c
c
O

は
し
む
れ

特
別
展
示
室
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手
作
り
の
人
形
や
か
わ
い
い
小

物
の
展
示
販
売
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

等
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
店

さ
れ
る
『
て
づ
く
り
市
場
』
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
皆

さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
゜

日
時

1
1月
2
3日
（
日
）

午
前
1
0時
S

午
後
5

時
ま
で

会
場
C
0
c
c
O

は
し
む
れ
講
堂

第
3

回
『
知
林
ヶ
島
』

知
林
ヶ
島
に
は
、
昔
か
ら
た
＜

さ
ん
の
松
の
木
が
茂
っ
て
い
ま
し

た
。
松
の
木
の
松
か
さ
の
こ
と
を

「
ち
ち
り
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た

が
、
「
ち
ち
り
」
が
た
＜
さ
ん
あ
る

こ
と
か
ら
か
つ
て
は
、
「
ち
ち
り
の

島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
゜

そ
れ
が
な
ま
つ
て
、
い
っ
し
か
「
ち

り
ん
が
島
」
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
゜

1̀ ふ
ラ

/ 

序キ0

岳R
1
 

呆r
 

名
心

古
代
中
国
の
歴
史
書
『
魏
志
倭
人

伝
』
（
ぎ
し
わ
じ
ん
で
ん
）
に
は
、
弥

生
時
代
の
日
本
人
（
倭
人
）
の
生
活

が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
る
と
「
倭
人
は
よ
＜
水
に
も

ぐ
っ
て
魚
や
ア
ワ
ピ
を
捕
る
」
と
あ

り
、
ま
た
、
「
倭
人
は
、
男
子
は
み
な

顔
や
体
に
入
れ
墨
を
し
て
い
る
。
そ

の
風
習
は
中
国
江
南
地
方
と
同
じ
で

COCCOまんが道場

1'-ｷ 7-,, 

: 
/ 

入
れ
墨
に
よ
っ
て
、
海
蛇
や
水
鳥

に
襲
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
の
だ
」

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
倭
人
が

入
れ
墨
を
し
て
い
た
こ
と
は
弥
生

土
器
に
描
か
れ
た
顔
や
古
墳
時
代

の
埴
輪
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
て

、

右
の
男
性
の
入
れ
墨
の

効
果
は
い
か
ほ
ど
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
・
・
・

戸

調査地点概略図

至
｀
三

南指危中

国道．ユ社号

主
催
す
て
っ
ぷ
あ
っ
ぷ

お
問
い
合
わ
せ

す
て
っ
ぷ
あ
っ
ふ
事
務
局

2
2
l
6
3
2
3

、
ま
た
は

2
2
l
2
3
4
 o(
川
畑
）
ま
で

1
1月
4

日
（
火
）
よ
り
、
農
道
整

備
事
業
に
伴
い
、
南
迫
田
遺
跡
の

発
掘
調
査
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
遺

跡
は
縄
文
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の

複
合
遺
跡
で
平
成
6

年
度
に
も
一

部
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
調

査
地
点
は
南
指
宿
中
学
校
の
西
側

山
裾
付
近
で
す
。
お
気
軽
に
見
学

に
お
い
で
く
だ
さ
い
゜
鵠

正
→

む
図
因
図
国
国
日
図
図
国

炉
箇
苓
く
り
市
場
閥

ゃ
田
図
国
田
田
曰
国
田
曰

著
ふ
｀

発掘＇蒼情親
いこ］三二竺］
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時遊館COCCOはしむれ お報せ版 第 17 号 平成 9 年 12 月 1 日 発行 指宿市教育委員会 社会教育課

第
7

回
日
韓
l

鹿
児
島
・
光
州
I

交
流
美
術

展
が
、
C
0
c
c
O

は
し
む
れ
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
美
術
展
は
、
奇
数
回
を
鹿
児
島
市
立

美
術
館
で
、
偶
数
回
を
光
州
市
立
美
術
館
で
開

催
し
て
き
た
も
の
で
、
鹿
児
島
展
終
了
後
、
巡

回
展
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
日
本
近

代
洋
画
発
祥
の
地
鹿
児
島
と
芸
郷
と
い
わ
れ
る

韓
国
光
州
の
芸
術
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

会
期
平
成

9

年
1
2月
1
3日
（
土
）

S

同
月
2
6日
（
金
）

日
韓
美
術
交
流
展
指
宿
実
行
委
員
会

指
宿
市
文
化
協
会

鹿
児
島
美
術
振
輿
会

南
日
本
新
聞
社
指
宿
市
教
育
委
員
会

共
催

後
援

主
催 絵

画
彫
刻
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン

ハ
ン
グ
ル
語
の
書
な
ど

百
＿
十
点
を
展
示

お問い合わせ

23-5100 

咸人式の為短らせ

コ

コ

来館者10万人達成
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牛寺 幸良
• 

印
一

ヽ
. 

―
―
＿
一
、

—— .. .. 
一

＝
『

—— 
一一

吉野ヶ里遺跡の宝物展
会期：平成 10 年 1 月 1 日......., 2 月 1 日

主な展示品

青銅製把頭飾銅剣（重要文化財）

有柄銅剣（重要文化財）

銅剣 4 本（重要文化財）

ガラス製管玉

（重要文化財）

見学には、常設展示入場料

が必要になります。

来
年
1

月
1

日
S
2

月
1

日
ま
で
、
C
0
c
c
O

は

し
む
れ
特
別
展
示
室
で
、
新
春
特
別
企
画
展
「
弥
生
の

王
国
I

吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
宝
物
展
I
」
を
開
催
。
門
外
不

出
と
い
わ
れ
た
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
国
指
定
重
要
文
化
財

が
、
鹿
児
島
で
は
じ
め
て
そ
の
ベ
ー
ル
を
ぬ
ぎ
ま
す
゜

こ
の
機
会
お
見
逃
し
な
く
！

吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
あ
る
佐
賀

県
を
は
じ
め
、
北
部
九
州
一
帯

で
は
、
弥
生
時
代
の
前
期
の
末

＜
ら
い
（
約
二
千
百
年
前
）
か

ら
、
埋
葬
用
に
つ
く
ら
れ
た
大

型
の
か
め
を
二
個
あ
わ
せ
て
、

そ
れ
に
遺
体
を
お
さ
め
る
と
い

う
独
特
の
埋
葬
方
法
（
か
め
棺

葬
）
が
は
じ
ま
り
、
弥
生
時
代

の
中
期
に
は
、
大
流
行
し
ま

す
。
吉
野
ヶ
里
遺
跡
で
も
、
調

COCCOまんが道場

”“ 
ぁ

っ

査
が
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
だ

け
で
も
二
千
基
以
上
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
か
め

を
作
る
に
は
、
た
い
へ
ん
な
技

術
が
必
要
で
す
。
お
そ
ら
く

は
、
か
め
棺
づ
く
り
の
専
門
エ

人
が
い
て
、
製
作
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
南
九
州
で
は
、
こ
の
埋
葬
方

法
は
流
行
せ
ず
、
土
葬
が
一
般

的
で
し
た
。
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時遊館COCCOはしむれ お報せ版 第 18 号 平成 9 年 12 月 26 日 発行

間1
時遊館COCCOはしむれ

第4 回企画展

弓午ゴこのヨこ国
吉野ヶ呈遺踪の宝物展

会
•一l

期： 1 月 1 日（木） -2 月 1 日（日）

但し月曜日と第 4 水曜日は休館

会 場：時遊館COCCOはしむれ特別展示室

入場料：常設展示入場料金でご覧になれます。

社会教育課

コ

コ

主な展示品
青銅製把頭飾銅剣

有柄銅剣

銅剣 4 本

ガラス製管玉

（重要文化財）

「
弥
生
の
王
国
］
吉
野
ヶ
里
遺

跡
の
宝
物
展
ー
」
が
い
よ
い
よ
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
内
で

4

本
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
青

銅
製
の
鍔
の
つ
い
た
剣
（
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
も
の
で
は
吉
野
ヶ
里

遺
跡
の
も
の
だ
け
）
を
は
じ
め
、

く
だ
た
ま

ガ
ラ
ス
製
の
管
玉
な
ど
吉
野
ヶ
里

遺
跡
の
出
土
品
公
開
は
、
鹿
児
島

で
初
め
て
で
す
。
期
間
中
、
1

階

の
歴
史
劇
場
に
お
き
ま
し
て
、

『
邪
鳥
台
国
が
見
え
て
き
た
！

:
五
日
。
口
汀
展

ご
覧
く
だ
さ
い
。
｛
目

K
[
与

ご
家
族
・
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
正
月
は
時
遊
館
C
O
C
^

C
O

は
し
む
れ
に
お
い
で
下
さ
い
。

1証
呻m

時
浬
退

期
間
限
定
の
新
春
特
別
企
画

展
。
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な

同
雁二
頃

日
本
を
あ
っ
と
驚
か
せ
た
発
見
か

ら
半
年
。
国
内
最
古
・
最
大
級
の
縄

文
集
落
が
写
真
で
よ
み
が
え
り
ま

す
。
縄
文
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

会
期
1

月
1

日
S
2

月
1

日
ま
で

会
場
1

階
ロ
ビ
ー

こ
の
初
の
本
物

か
桔
窟
に
ゃ
｀
っ
て
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第
5

回
丹
波

か
つ
て
丹
波
小
学
校
の
一
帯
は
、

丹
波
山
と
呼
ば
れ
る
シ
ラ
ス
台
地

で
し
た
。
こ
の
台
地
の
下
を
「
谷

場
」
（
た
に
ば
）
と
人
々
は
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
れ
が
な
ま
つ
て
「
た

ん
ば
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ

た
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。

昔
は
、
み

ん
な
の
幸
せ
を
願
い
、
縁
起
の
い

吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
人
々
は
、

人
が
亡
く
な
る
と
甕
棺
（
か
め

か
ん
）
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
土

器
に
遺
体
を
入
れ
て
埋
葬
し
ま

し
た
。
首
長
ク
ラ
ス
に
な
る
と

墳
丘
（
ふ
ん
き
ゅ
う
）
と
呼
ば

れ
る
こ
ん
も
り
と
し
た
塚
ー
墳

丘
募
ー
に
甕
棺
が
埋
葬
さ
れ
、

副
葬
品
も
剣
や
鏡
な
ど
豪
華
な

~/ 
I ゞ 9 、、l ヽ 1 、

釘□竺｀三
~ 

も
の
に
な
り
ま
す
。
吉
野
ヶ
里

遺
跡
の
墳
丘
募
は
南
北
約

4
0
m

東
西
約
2
6
m、
高
さ
約

“
mの

大
き
さ
で
、
1
4基
の
甕
棺
が
埋

葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
首
長
と
そ
の
一
族
の
墓
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す璽゚

COCCO 

まんが道場

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
、
今
か
ら
約

l
o万
年
S
3

万
年
前
の
人
々
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
や
中
東
で
人
骨
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ラ
ン
の
シ
ャ
ニ
ダ
ー
ル
洞

窟
か
ら
は
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
男
性

の
お
墓
が
見
つ
か
り
、
中
の
土
に
入
っ
て

い
た
花
粉
の
化
石
か
ら
数
種
類
の
花
を
捧

げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
男
性

は
推
定
で
4
2オ
、
現
代
で
い
え
ば
、
8
0オ
く

ら
い
に
な
る
こ
と
が
骨
の
よ
う
す
か
ら
わ

か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
に
こ

の
男
性
は
、
生
前
病
気
か
怪
我
で
右
腕
を

失
っ
て
い
ま
し
た
。
健
康
な
人
で
す
ら
生

き
抜
く
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
狩
猟
採
集
の

氷
河
時
代
。
狩
り
も
十
分
に
は
で
き
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
男
性
は
、
ま
わ

り
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
生
を
ま
っ
と
う
し
、

そ
し
て
手
厚
く
葬
ら
れ
た
の
で
す
゜

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
秘
密

1

古
代
こ
ぼ
れ
話

I
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時遊館 CoCCo はしむれ お知らせ版第 19 号平成 10 年 2 月 10 日発行指宿市教育委員会社会教育課

五
作

品

展

攣
口

コ

コ

[断卓晨□ 眉c
 

゜

c
 
c
 

゜ H
は

お問い合わせ

しも‘れ
u2 3 -5 1 0 0 

市
民
講
座
・
寿
大
学
、
県

民
大
学
書
道
講
座
の
受
講

生
の
み
な
さ
ん
の
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
゜

展
示
作
品

書
道
・
陶
芸
・
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
・
ち
ぎ
り
絵
．

手
芸
・
水
墨
画
・
押
し

花
・
絵
画
な
ど

開
催
日
時

平
成
1
0年
2

月

2
0日
S

3

月
8

日

(
1
7日間
）

観
覧
時
間
は
、
午
前

9

時
S

午
後
5

時
（
毎
週

月
曜
日
、
第
4

水
曜
日

は
休
館
で
す
。
）

観
覧
料
無
料

職員による案内の様子

元
旦
よ
り
開
催
さ
れ
た
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
宝

物
展
が
2

月
1

日
、
終
了
し
ま
し
た
。
指
宿
小

学
校
や
頴
娃
高
校
の
歴
史
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
約
二
千
三
百
人
の
方
々
に
来
館
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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揖
宿
神
社
の
周
辺
に
は
、
二
月
田
、
三
月
田
、
元
日

田
、
霜
月
田
、
払
田
、
納
来
田
な
ど
の
字
名
が
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
名
前
は
、
揖
宿
神
社
の
神
田
に
由

来
す
る
も
の
で
す
。
二
月
田
は
、
揖
宿
神
社
が
二
月

に
行
う
お
祭
り
の
費
用
を
ま
か
な
う
た
め
の
田
ん
ぽ

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
よ
＜
豊
作
を
祈

る
田
の
神
祭
り
が
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
田
の
神

さ
あ
」
と
呼
ば
れ

る
田
ん
ほ
の
神
様

の
石
像
も
市
内
各

地
に
残
っ
て
い
ま

す
。
田
の
神
さ
あ

は
鹿
児
島
独
特
の

神
様
で
す
゜ • 

百
月
用
i

指
宿
市
内
に
は
、
古

代
の
遺
跡
の
他
に
も

江
戸
時
代
の
様
子
を

今
に
伝
え
る
文
化
財

が
た
＜
さ
ん
残
っ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
の

指
宿
は
、
南
の
玄
関
口

と
し
て
栄
え
貿
易
の

拠
点
と
し
て
大
切
な

役
割
を
果
た
し
て
い

ま
し
た
。
宮
ヶ
浜
に
残

る
堤
防
、
通
称
「
三
日

月
突
堤
」
は
、
台
風
の

通
過
点
で
あ
る
指
宿

で
も
、
船
が
安
全
に
停

泊
で
き
る
よ
う
に
と
天
保
4

年
(
-
八
三

三
年
）
の
1
2月
に
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
高
さ
5
m
、
長
さ
2
3
0
m

に
及
ぶ

巨
大
な
防
波
堤
は
、
翌
年
7

月
に
は
完
成

し
ま
し
た
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
の
完
成
を

め
ざ
し
、
た
＜
さ
ん
の
人
手
と
予
算
が
つ

ぎ
込
ま
れ
た
結
果
で
し
た
。
こ
の
堤
防
は

今
で
も
地
元
も
人
々
に
使
わ
れ
、
立
派
に

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
゜

第 1 回 宮ヶ浜の防波堤

/ ヽ

は 3 2 
休月月
館 2 16 2 
日‘‘で 9 23 月. 
す‘‘

0 16 25 3 
‘日 月
23 の
ヽ休

25 館
ヽ日

30 
日
、＼ノJ
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時遊館 CoCCo はしむれ お知らせ版 第 20 号 平成 10 年 2 月 27 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

桃
の
節
句
に
ち
な

ん
で
、
C
0
c
c
O

は

し
む
れ
1

階
ロ
ビ
ー
に

お
き
ま
し
て
、
ひ
な
人

形
展
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
域
興

し
グ
ル
ー
プ
『
湯
豊
宿

”
人
・
街
・
未
来
”

2
1
』
の
皆
さ
ん
の
企
画

に
よ
る
も
の
で
、
指
宿

市
内
の
有
志
の
皆
様
か

ら
ご
提
供
を
受
け
た
雛

人
形
を
一
堂
に
展
示
す

る
も
の
で
す
゜

な
お
、
『
湯
豊
宿
”
人
・

街
・
未
来
”
2
1
』
で

は
、
集
ま
っ
た
雛
人
形

の
整
理
や
飾
り
付
け
な

ど
を
手
伝
っ
て
も
ら
え

る
小
・
中
学
生
の
皆
さ

Ji -~ ん：・全．闘Ji ~ 幻：
池
元
正
美
電
話

市
役
所
企
画
電
話

ん
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
の
と
こ
ろ
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間

3

月
1
6日
（
月
）
S
4

月
5

日
（
日
）

お
問
い
合
わ
せ
先

コ

コ

2
2

の
2
1

ー
賛

以
▽全：勺

白
＞三• ね

芍全

お問い合わせ

2 3 -5 1 0 0 
2
5

の
5
9
3
6

春
の
花
を
中
心
と
し
た
個
性
豊
か
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト

の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
第
7

回
ア
ト
リ
エ

B

L
o
0
M

生
徒
作
品
展
が
右
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
合
同
作
品
の
テ
ー
マ
は
今
年
の
干
支
に

ち
な
ん
で
「
虎
」
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
皆
様
の

お
出
で
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

r
 

ヽ

ヽ

ヽ・・·,.... 
ヽ .. .. .. ... '.. . ... . . . . ... .... .. .. ... .... .. ... .. ... ... ... ... 
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d
千

野外博物館（国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡）

「
牟
礼
」
に
は、

「
大
牟
礼
」
と
同
じ
よ
う
に
村
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
橋
牟
礼
の
橋
は
、
村
の
は

し
つ
こ
の
「
は
し
」
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
お

そ
ら
く
は
そ
の
昔
、
「
橋
」
の
あ
る
村
だ
っ
た
た
め
に

つ
け
ら
れ
た
名
前
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
橋
牟
礼
川

遺
跡
の
名
前
は
こ
こ
に
あ
る
橋
牟
礼
川
の
両
側
に
広

が
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

殿
様
湯
跡
前
の
二
反
田
川
の
川
岸
に
は
、
天
保

1
4年
（
一
八
四
三
）
に
造
ら
れ
た
石
積
み
の
堤
防

が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
二
反
田
川
の
河
口

か
ら
、
約
3

キ
ロ
に
わ
た
っ
て

7

段
の
石
積
み
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
試
算
で
も
約

6

万
個
の
石
が

必
要
に
な
る
大
工
事
で
す
。
島
津
の
殿
様
は
、
や

か
た
舟
で
殿
様
湯
に
湯
治
に
来
て
い
て
、
水
量
の

少
な
い
二
反
田
川
に
舟
が
入
る
と
地
元
の
人
々
が

両
岸
か
ら
舟
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
殿
様
湯
ま
で
運
ん
だ

と
の
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
゜

嘗固-層
第 2 回 二反田川の石垣堤防

―
―

3

月
の
休
館
旦
一

3

月
2

、

9

、

1
6、

2
3、

は
休
館
日
で
す
゜

日~LJ

口
市
民
講
座
・
寿
大
学
生

作
品
展

市
民
講
座
・
寿
大
学
、
県
民
大
学

書
道
講
座
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
の

作
品
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
゜

絵
画
や
工
芸
、
俳
句
や
水
墨
画
な

ど
多
彩
な
作
品
、
約
二
0
0
点
を
一

堂
に
展
示
し
て
い
ま
す
゜

期
間
は
3

月
8

日
（
日
）
ま
で
で

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
゜

"'• "lii111/11'1~- -、
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(13) 図録・ミュージアムグッズの頒布

博物館の 2 階のカフェすてっぷあっぷでは、ミュージアムグッズの販売が行なわれている。これは、博

物館への来館の記念とする物品の販売を行い 、 かつ、博物館の持つ「固い」イメージを払拭し、博物館の付

加価値を高めることにある。

時遊館 COCCO はしむれでオリジナルに開発・販売している物品

・オリジナルテレホンカード

・オリ ジナルレ タ ーセ ッ ト

. 1 筆便箋

・オリジナルキーホルダー (2 種）

これらのグッズについては、すてっぷあっぷに販売委託をしている 。 その他、カフェすてっぷあっぷで

は、地域の特色のある薩摩焼、博物館関係図書、地域関係図書などの販売も行っている。

(14) カフェの委託

くカフェ すてっぷあっぷ＞

考古博物館の 2 階には、博物館のオリジナルグッズの販売と喫茶を兼ねた「カフェ・すてっぷあっぷ」

がある「すてっぷあっぷ」は、自己を見つめ直すことで自己認識をし、これからの個人の生活の中で自己

啓発を行いながら、生活する社会を市民代表として少しでも理想的なものに変えてい＜ことを主旨として

平成 6 年に結成された地域興しグループである。博物館の 2 階のカフェをグループ活動の窓口として、以

下の活動を具体的に実践している。

・行政で出来ない部分を民間として補強。

・グループ会員の自己反省に基づく自己改良と向上。

・カフェを「出会いの場」・「憩いの場」として位置づけ、指宿市民のひとりとして市内、市外、県外を

問わず来館した方々と接する。

この具体的な活動をカフェで行う中で、カフェは自然と指宿市内の年輩の方々や女性の憩いの場所とし

て、またサロンとして多くの方々から利用されており、そこで展開する会話はグループ「すてっぷあっ

ぷ」が他地域のグループとの連帯やネットワークの強化をはかり、鹿児島県下における女性活動の発展に

寄与していると同時に、現代社会問題の一つに挙げられる女性問題の中の「女性社会活動参加」に大き<

貢献しているようである。

「カフェすてっぷあっぷ」は、上記のような、「出会いの場」・「憩いの場」としてだけでなく、そのメニュー

にも特徴がある。来館者から特に好評を博しているものに、「古代懐石」がある。これは、考古博物館にあ

る喫茶であることから、グループ「すてっぷあっぷ」が

開発したメニューである。

内容は、赤米·黒米のおにぎり、そばクレープ、茶ぶ

し（鹿児島に伝わるインスタント味噌汁）、ふたみそ、

バナナいも、黒蜜、トマトソースからなり、 1 食 5 0 0 

円と安価である。開館 1 年を経て、時遊館COCCO は

しむれの名物の一つとなり、旅行代理店が「古代懐石」

をツアーの目玉として取り扱う例もある。

また、平成 9 年 1 0 月 1 1 日には、農林水産省主催の

第 7 回全国食文化交流プラザの「新食生活コンクール・

新たな食生活への実践活動部門」で表彰され、 3 月 2 9 

日には、県調理師連合会と県観光連盟主催の郷土料理

コンクールで最優秀賞を受賞している。こうした実績

は、「すてっぷあっぷ」の活動に対する評価の高さを示

すものである。
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(15) 博物館広報・ホームページ管理

博物館の内容について、情報発信する手段として、インターネットによるホームページを掲載して広く

開放している。ホームページは、 3 4 ページで、その他関連のサイトヘのリンクも行っている 。

また、外国からのアクセスを考慮し、英文も表記している。内容については、博物館の概要と常設展示の

内容について解説している。

i湯1tcoccor,}'む"'ふ"''誼史"~年'"遠釦如恥,.,
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Japanese page 

第 1 展示室

第 2 展示室

第 3 展示室

第 4 展示室

歴史劇場

国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡

火山・災害考古学研究会 Home Page 

I 菜の花ネット Home Page 

時遊館COCCO はしむれホームページの構造
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(16) 博物館実習生受け入れ

指宿市考古博物館では、平成 8 年度以来博物館実習生の受け入れを行なっている。これは、博物館法によ

る学芸員単位取得の必修科目となっており、県内外の大学からの受け入れ要望に応えたものである 。

平成 9 年度は、 3 名の実習生を受け入れた 。 実習日程は以下の内容となっている。

．平成 9 年 8 月 1 9 日 ~8 月 2 8 日：鹿児島女子大学 1 名

．平成 9 年 9 月 2 6 日~ 1 0 月 2 日：鹿児島大学 3 名

実習内容は下表のとおりである。

期日 8:50~10:10 10:40~12:00 13:00~14:20 
市教育委員会訪問 講義 博物館内実習

8/19 オリエンテーション 「博物館の事業運営」 燻蒸作業実習

図書整理実習

市内社会教育関係施設視察 講義

9/20 及び実態把握 「指宿市の

社会教育行政」

博物館内実習 博物館内実習

9/21 COCCO だより作成実習 ワークシート作成実習

博物館外実習

9/22 発掘調査実習（中尾迫遺跡）

博物館外実習

14:50~16:20 

博物館内実習

接客・受付実習

9/23 「古代にチャレンジ」体験学習事業

博物館外実習

9/24 「古代にチャレンジ」｛本験学習事業

9/25 代 休

講義 博物館内実習 博物館内実習

9/26 「指宿市の 考古遺物整理実習 展示案内実習

文化行政の課題」

博物館内実習 博物館内実習 博物館内実習

9/27 施設管理実習 博物館運営実習 特別展企画書作成実習

博物館内実習 教育委員会訪問

9/28 博物館事業・運営計画立案実習 実習のまとめ

期日 8:50~10:10 10:40~12:00 13:00~14:20 14:50~16:20 
市教育委員会訪問 講耗 博物館内実習

9/26 オリエンテーション 「博物館の事業運営」 燻蒸作業実習

図書整理実習
博物館内実習 博物館内実習 博物館内実習

9/27 図書整理実習 保存処理実習 接客・受付実習

報告書作成実習

9/28 休 日

博物館内実習 博物館内実習

9/29 COCCO だより作成実習 展示案内実習

博物館内実習 博物館内実習

9/30 ワークシート作成実習 ワークシート作成実習

博物館内実習

10/1 特別展・企画展立案実習

博物館内実習 教育委員会訪問

10/2 特別展 ・ 企画展立案実習 実習のまとめ
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(17) いぷすきシルバー美術展

指宿市においては、生涯学習における高齢者の創作活動の一般公開の場として、また、芸術文化の振興

に寄与することを目的として平成 2 年度から開催しており、今年度で第 8 回目を迎える。

a. 日時平成 8 年 8 月 3 日（日） ~ 1 7 日（日）

b. 主催 指宿市・指宿市教育委員会 ・指宿市文化協会

c. 出展作品数 2 8 3 点（市内 3 0 点· 市外 2 5 3 点）

d. 出展者数 2 0 5 名（市内 1 8 名・市外 1 6 7 名）

e. 最高齢者 9 5 歳 安村猛男氏（鹿児島）

f. 平均年齢 7 0. 1 歳

g. 年齢別構成 6 0 歳代 1 0 5 名

7 0 歳代 8 7 名

8 0 歳代 1 1 名

9 0 歳代 2 名

h. 出展作品種別洋画 1 6 2 点

水彩画 1 9 点

日本画 1 5 点

水墨画 5 3 点

ちぎり絵 2 6 点

版画 4 点

七宝 1 点

切り絵 2 点

バステル 1 点

i. 入場者数 4 2 9 2 名 (+ 4 7 7 名，対前年）

. I''呵-·双，‘”’
,,, 

いぶすきシルバー美術展開催風景
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(18) 指宿市文化祭

指宿市における文化意識の高揚を図るため日常の文化活動の発表の場として指宿市文化祭を実施し、相

互交流をはかった。

a. 日時平成 9 年 1 1 月 8 日（土） ~ 1 1 月 9 日（日）

b. 場所 指宿市総合体育館・指宿市民会館

c. 主催 指宿市・指宿市教育委員会・指宿市文化協会・指宿市文化協会実行委員会

d. 出展作品数 1 , 3 1 8 点 （市内のみ）

e. 出展者数 8 4 0 名 （市内のみ）

f. 出演団体 4 9 団体 （市内のみ）

g. 出演者数 4 2 2 名 （市内のみ）

h. 入場者数 作品展示会場 1 , 9 4 5 名

舞台発表会場 1 , 0 8 2 名 （計 3 , 0 2 7 名）

• 後援・共催・協賛事業の部

(19) いでゆ会発表展示会

指宿市文化協会所属の「いでゆ会」の作品発表展示会を行なった。

a. 日時 平成 9 年 9 月 1 3 日（土）～同年同月 2 1 日（日）

b. 主催 いでゆ会 後援指宿市教育委員会・指宿市文化協会

c. 出展作品数 6 0 点 （市内 4 8 点· 市外 1 2 点）

d. 出展者数 1 8 名 （市内 1 3 名・市外 5 名）

e. 入場者数 3 5 0 名

(20) あざみの会発表展示会

指宿市文化協会所属の「あざみの会」の作品発表展示会を行なった。

a. 日時平成 9 年 1 1 月 2 1 日（金）～同年 1 2 月 2 日（火）

b. 主催 あざみの会 後援 指宿市教育委員会・指宿市文化協会

c. 出展作品数 5 0 点 （市内 4 2 点・市外 8 点）

d. 出展者数 8 名 （市内 7 名・市外 1 名）

e. 入場者数 4 2 0 名

(21) 日韓交流美術展

鹿児島ー光州交流美術展示会の一環として開催された。

a. 日時平成 9 年 1 2 月 1 3 日（土）～同年 1 2 月 2 6 日（金）

b. 主催 日韓美術交流展指宿実行委員会・指宿市文化協会 後援 指宿市教育委員会・南日本新聞社

c. 出展作品数 1 3 5 点 （韓国 7 5 点・日本 6 0 点）

d. 出展者数 1 3 5 名 （韓国 7 5 名・日本 6 0 名）

e. 入場者数 5 5 8 名

(22) 市民講座· 寿大学作品展

指宿市教育委員会主催の市民講座・寿大学及び、県民大学書道講座の受講生の作品展示会を開催した。

a. 日時平成 1 0 年 2 月 2 0 日（金）～同年 3 月 8 日（日）

b. 出展作品数 6 0 点

C • 出展者数 5 0 名

d. 入場者数 7 9 7 名
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• 発掘調査の部

(23) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡等範囲確認調査

国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡は、大正 1 3 年に指定を受け、平成 8 年に追加指定を受けた。本確認調査

は、国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡の範囲を確認すると同時に、市内の重要遺跡について把握するために、

平成 4 年度から継続的に実施されている発掘調査である。

a. 遺跡名 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡他

b. 調査期間 平成 9 年 7 月～平成 9 年 1 1 月

c. 調査面積 1 7 0 面

d. 調査担当者渡部．鎌田

(24) ふるさと農道整備事業に伴う発掘調査

ふるさと農道整備事業に伴う発掘調査は、農道新設工事に伴う発掘調査で、中近世の陶磁器などが出土し

た他、鍛冶遺構が近隣に存在していたことを想定させる遺物（スラグ）が出土した。

a. 遺跡名 南迫田遺跡

b. 調査期間 平成 9 年 1 1 月 1 0 日～平成 9 年 1 2 月 2 6 日

c. 調査面積 2 2 0 対

d. 調査担当者 鎌田・下山

(25) 下水道敷設に伴う発掘調査（丈六地区）

公共下水道敷設工事に伴う発掘調査で、古墳時代の成川式土器などが出土した。

a. 遺跡名 丈六遺跡

b. 調査期間 平成 9 年 8 月

C. 調査面積 5 0 面

d. 調査担当者 中摩

(26) 広域農道整備に伴う発掘調査

鹿児島県耕地事務所が主体とする広域営農団地農道整備事業（南薩東部地区）に伴う埋蔵文化財確認調査

を指宿市教育委員会が委託を受けて実施した。

平成 8 年度に行った確認調査の結果、中尾迫遺跡と水迫遺跡において本調査を行うことになり、平成 9 年

度は中尾迫遺跡の全面調査を実施した。

発掘調査の結果、弥生時代中期と後期の遺物や柱穴等が出土検出した。特に、弥生時代に帰属する土器焼

成坑や粘土採掘穴が検出でき、空間的に立地状況や遺構の検出状況から、「弥生時代の土器製作工房」とし

て位置付けられる。

a. 遺跡名 中尾迫遺跡

b. 調査期間 平成 9 年 6 月 1 6 日～平成 9 年 1 0 月 1 5 日

C. 調査面積 1 5 0 0 面

d. 調査担当者 鎌田・下山・中摩· 渡部

(27) 敷領遺跡発掘調査

指宿市十町敷領地内において、県営・市営住宅建設事業が進行中であり、平成 8 年度においては鉄筋コ

ンクリート 3 階建て集合住宅 1 棟分の発掘調査を行った。平成 9 年度においては、当該建物への供給用とし

て、温泉タンクの建設が計画されており、建設地内の遺跡の記録保存を目的として発掘調査を行った。
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a. 遺跡名 敷領遺跡

b. 調査期間平成 9 年 7 月 1 日 ~8 月 3 1 日

C • 調査面積 5 0 面

d. 調査担当者渡部

(28) 丈六・摺ヶ浜線道路拡幅工事に伴う確認調査

市道丈六．摺ヶ浜線の拡幅工事事業に伴う確認調査を行った。

a. 遺跡名 南丹波遺跡

b. 調査期間平成 9 年 4 月 1 4 日 ~4 月 2 4 日

c. 調査面積 1 0 対

d. 調査担当者渡部

(29) 耕地事業に伴う確認調査

耕地事業（市営農道網整備）に伴う確認調査である。調査範囲は、宮の前・久保遺跡地内の既存農道が対

象となった。当該地には、 7 世紀第 4 四半期の開聞岳火山灰（青コラ）が良好に残存していることが判明し

た。また、近隣の畑からは縄文土器の表採も行なわれた。

a. 遺跡名 宮之前・久保・渡瀬遺跡

b. 調査期間平成 9 年 6 月 ~7 月

C • 調査面積 6 0 面

d. 調査担当者下山

(30) 県営畑地帯農道網整備事業

県営畑地帯農道整備事業に伴う確認調査である。調査範囲は、吹越遺跡地内の既存農道が対象となった。

遺物として、古墳時代・古代・中世の土器小片等があった。

a. 遺跡名 上吹越遺跡・下吹越遺跡

b. 調査期間平成 9 年 7 月

c. 調査面積 2 6 面

d. 調査担当者下山

く平成 9 年度の成果＞

平成 9 年度においては、 9 遺跡が調査対象となり、学術調査 1 件、緊急調査 9 件（内本調査 3 件、確認調

査 6 件）が行なわれた。

中尾迫遺跡においては、弥生時代包含層中から土器焼成作業過程を示す一連の遺構が検出された。内容

は、小型の土器焼成坑・粘土採掘穴・混和材加工具である。付近は、標高 100mの舌状台地に位置し、土

器焼成用の燃焼材である薪は十分に入手できるとともに、材料の粘土、成形時に必要な水が入手可能な条件

的に良好な位置であったと考えられる。こうした土器焼成作業を示す資料は、九州でも極めて珍しい事例で

あり、今後土器焼成技術の解明に大きな貢献を為すものと考える。

ー方、南迫田遺跡においては、中世末～近世初頭の鍛冶遺構に伴う遺物が多量に出土するとともに、近世

陶磁器の良好な資料が一括して出土した。鍛冶遺構自体は調査区外に所在するものと考えられるが、多数の

スラグ（碗形鉄滓を含む）• 赤変した小礫が、崩落した石垣状の遺構と共に多数出土した。低い石垣を貼っ

た土壇上に鍛冶場が築かれており、この廃絶等に伴い廃棄されたものである可能性がある。

鍛冶関連遺物と共伴状態で多数出土した近世陶磁器は、肥前系陶磁器・備前系陶器が主体となり、彰州窯

系染付皿等を含む輸入陶磁器も見られた。資料の時期が 17 世紀代が主体となっており、近世初頭に播ける

陶磁器の消費地の状況を示すと共に、薩摩焼成立直前の県下状況を示す貴重な資料となった。
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迫田遺跡調査風景

迫田遺跡

土器集中廃棄所検出状況

南迫田遺跡調査風景

南迫田遺跡

近世古道検出状況
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丈六遺跡調査風景

中尾迫遺跡調査風景

中尾迫遺跡

土器焼成土坑検出状況

中尾迫遺跡

土器焼成土坑移設作業状況
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敷領遺跡調査風景

I 

南丹波遺跡調査風景 \ 

宮之前遺跡
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• 指定文化財管理の部

(31) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡買上事業

a. 目的

平成 8 年度に国指定史跡に追加指定された指定地の北側部分の追加購入を行い、史跡の保存と活

用を期する。

b. 内容

追加指定地 18,636.59 面の内、 1,407.93 面を購入する。文化庁と鹿児島県の補助事業。

(32) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡管理事業

a. 目的

国指定史跡指宿橋牟礼） II遺跡の活用を促進するため、場内の清掃・美化を行う。

b. 内容

常勤の清掃作業員の雇用による、日常的な清掃．管理を行う。

• 刊行物の部

(33) 『弥生の王国ー吉野ヶ里遺跡の宝物展一』展示図録

a. 目的 企画展開催の主旨、展示意図．出品資料の解説を行うことで、来館者に吉野ヶ里遺跡

が」有する価値と、弥生時代という時代の理解を促す。

b. 内容 弥生時代研究史、吉野ヶ里遺跡解説、魏志倭人伝解説、企画展テーマ別解説、出品物解

説等

(34) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡等範囲確認調査報告書

a. 目的 平成 4 年度から継続事業として実施されている国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡等範囲確認

調査の平成 9 年度実施分の結果報告を行う。

b. 内容 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡に隣接する南丹波遺跡地点の調査報告、市内所在の迫田遺

跡の調査報告等。

(35) 丈六・摺ケ浜線道路拡幅に伴う確認調査報告書

a. 目的 平成 6 年度から実施し、平成 9 年度に完了した丈六・摺ケ浜線道路拡幅工事に伴う南丹

波遺跡の発掘調査の報告書を刊行、遺跡の記録保存を行う。

b. 内容 縄文時代～平安時代の遺構・遺物の報告。

(36) 敷領遺跡発掘調査報告書

a. 目的 平成 8 年度に実施した、県営・市営住宅建設事業に伴う発掘調査の報告書を刊行、遺跡

の記録保存を行う。

b. 内容 平安時代の水田遺構、奈良～平安時代の掘立柱建物群、古墳時代集落跡、弥生時代住居

跡等。

(37) 時遊館COCCO はしむれバンフレット

a. 目的 時遊館COCCO はしむれの入館者増のため、来館者の目的に応じたバンフレットを作

成する。

b. 内容 一般来館者誘致用バンフレット (A 4 三つ折り）

教育旅行誘致用バンフレット (A 4 三つ折り）
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平成 9 年度時遊館COCCOはしむれ第 4 回企画展示図録

弥生の王国
ー吉野ヶ里遺跡の宝物展一

lliilll 
-,J 

~ 匿
~-

開債期閤平成 1 0 年 1 月 1B-平成 1 0 年 2 月 1 日

開催地 指宿市考古1専物館時遊館COCCOはしむれ

主 催指宿市・指宿市敦育委員会

後 援 文化庁・鹿児島県教育委員会 • 佐賀県教育委員会・指宿市文化協会 ・ 指宿市観光協会

指宿市子ども会育成連絡協携会．喜入町教育委員会．頴娃町教育委員会 ・ 山川町教育委員会

開閲町教育委員会 ·NHK KTSｷMBC KKB KYT 

南曰本新間社 • 朝日新聞社 ・ 読売新聞社・毎日新閾社・鹿児島新報社• 西日本新間社

『弥生の王国一吉野ヶ里遺

跡の宝物展』展示図録

時遊館COCCOはしむれ

パンフレット

‘’ じゆうかんココ

時遊館CoCCoはしむれ

鹿片巳島県
指宿市考古1導物館
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指宿市考古博物館 時遊館COCCOはしむれ

平成 9 年度の入館者推移表

年間の入場者数は下表のとおりである。

入館者（人） 累計入館者 累計収入 開館日数 平均入館者 有料入館者

4 月 3,409 3,409 1,295,220 25 136 3,347 

5 月 6,753 10,162 3,357,530 28 241 6,472 

6 月 1,998 12,160 4,125,530 24 83 1,819 

7 月 2,030 14,190 4,971,010 26 78 2,030 

8 月 5,020 19,210 7,086,380 27 186 5,020 

9 月 1,788 20,998 7,799,160 24 75 1,788 

1 0 月 2,936 23,934 8,866,900 26 113 2,838 

1 1 月 2,611 26,545 9,861,000 25 104 2,505 

1 2 月 1,318 27,863 10,423,200 25 53 1,267 

1 月 2,291 30,154 11,422,500 26 88 2,214 

2 月 1,334 31,488 11,995,600 23 58 1,270 

3 月 2,188 33,676 12,890,000 25 88 2,101 

集計 33,676 33,676 12,890,000 304 111 32,671 

無料入館者

62 

281 

179 

゜゚
゜98 

106 

51 

77 

64 

87 

1,005 

指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例

（設置）

第 1 条 国指定史跡橋牟礼川遺物包含地を中心とし、指宿の歴史及び文化に対する理解を深めるとともに、 市民の教育、学術及び

文化の発展に寄与するため、指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼（以下「時遊館COCCO橋牟礼」という。）を

設置する。

（位置）

第 2 条 時遊館COCCO橋牟礼の位置は、指宿市十二町 2 2 9 0 番地とする。

（所管）

第 3 条 時遊館COCCO橋牟礼は、指宿市教育委員会の所管とする。

（事業）

第 4 条 時遊館COCCO橋牟礼は、次に掲げる事業を行うものとする。

（職員）

(1) 考古、民俗、歴史、美術工芸品及びその他の資料（以下「博物館資料」という。）を収集し、整理保管し、及び展示
すること。

(2) 博物館資料並びに地域に存する文化財及ぴ史跡等に関する専門的な調査研究を行うこと。

(3) 博物館資料の修復、 1呆存及ぴ一般公開のための技術的研究に関すること。

(4) 展覧会、講演会、研究会、講座等を主催すること。

(5) 時遊館COCCO橋牟礼及ぴ博物館資料に関する案内書、解説書、図録、紀要、調査報告書等の作成及び頒布に関す

ること。

(6) 時遊館COCCO橋牟礼の施設及ぴ設備の使用に関すること。

(7) その他、時遊館COCCO橋牟礼に必要な事業に関すること。

第 5 条 時遊館COCCO橋牟礼に、館長その他必要な職員を置く。

（観覧料）

第 6 条 観覧者は、別表第 1 に定める観覧料を入館前に納入しなければならない。ただし、教育委員会が特別な理由があると認めた

ときは、これを後納することができる。

2 時遊館COCCO橋牟礼が、企画する特別展示の資料等を観覧しようとする者は、教育委員会が別に定める額の観覧料を納

めなければならない。
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（使用の許可等）

第 7 条 時遊館 COCCO橋牟礼の特別展示室、講堂等の施設及びこれらに付属する設備等（以下「施設等」という。）を使用しよ

うとする者は、あらかじめ教育委員会の許可を受けなければならない。使用の 許可を受けた者（以下「使用者」という。）

が、許可を受けた事項を変更しようとするときも同様とする。

2 使用者は、施設等の使用を中止し、又は終了したときは、直ちにその旨を教育委員会に届け出なければならない。

（観莞及び使用許可の条件等）

第 8 条 教育委員会は、次の各号のーに該当するときは、観黄及ぴ施設等の使用を許可しないものとする。

(1) 公序良俗を乱すおそれがあると認めるとき。

(2) 時遊館COCCO橋牟礼の収蔵資料（以下「収蔵資料等」という。）又は施設等を損傷するおそれがあると認められ

るとき。

(3) 時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上支障があると認めるとき。

(4) その団体の構成員が集団的に、又は常習的に暴力的不法行為等を行うことを助長するおそれのある団体の利益にな

ると認められるとき。

(5) その他、教育委員会が観覧及ぴ使用を不適当と認めるとき。

2 教育委員会は、前条の許可に時遊館 COCCO橋牟礼の管理運営上必要な条件を付することができる。

（観廃及び使用許可の取消し等）

第 9 条 教育委員会は、次の各号のーに該当するときは、観覧及び施設等の使用を停止し、又は許可を取り消すことができる。

(1) 観廃者又は使用者が、この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

(2) 使用者が使用許可の条件に違反したとき。

(3) 使用者が偽りその他不正な手段により使用許可を受けたとき。

(4) 公益上特にその必要があるとき。

(5) 前各号に掲げる場合のほか、時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上特に必要を認めたとき。

2 前項の規定により、教育委員会が使用許可を取り消した場合において、使用者に損害が生じても、市はその賠償の責めを

負わないものとする。ただし、前項第 4 号又は第 5 号に該当したことにより、これら の処分がなされた場合はこの限りで

ない。

（施設使用料）

第 10 条 使用者は、別表第 2 に定める施設使用料を前納しなければならない。ただし、教育委員会が特別な理由があると認めたと

きは、これを後納することができる。

2 既納の施設使用料は、返還しない。ただし、次の各号のーに該当するときは、その全部又は一部を返還するものとする。

(1) 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により施設等の使用が不能となったとき。

(2) 公益上又は時遊館COCCO橋牟礼の管理上の必要により使用許可を取り消したとき。

(3) 使用者が使用開始前に使用許可の取消しを申し出て、教育委員会がこれを認めたとき。

(4) 前 3 号に掲げる場合のほか、教育委員会が特別な理由があると認めたとき。

（観覧料等の減免）

第 11 条 教育委員会は、公益上の理由その他特別な理由があると認めるときは、第 6 条に規定する観覧料又は前条に規定する施設

使用料を減額し、又は免除することができる。

（損害賠償）

第 12 条 収蔵資料等又は施設等を故意又は重大な過失により損傷若しくは滅失した者は、その損害を賠償しなければならない。

（委任）

第 13 条 この条例の施行に関して必要な事項は、教育委員会規則で定める。

附則

（施行期日）

この条例は、平成 8 年 4 月 1 日から施行する。

指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例施行規則

（趣旨）

第 1 条 この規則は、指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の設置及び管理に 関する条例（平成 7 年指宿市条例第 33 号。以

下「条例」という。）第 13 条の規定に基づき、指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼（以下「時遊館 COCCO橋牟礼」

という。）の管理、運営等に関し必要な事項を定めるものとする。

（休館日）

第 2 条 時遊館 COCCO橋牟礼の休館日は、次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 月曜日（その日が、国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日に当たるときは、その翌日

以後の最初の同法に規定する休日でない日）とする。ただし、 1 月 1 日から 1 月 3 日までの日が月曜日に当たる場合

は、この限りでない。

(2) 館内整理日（毎月第 4 水曜日）

2 教育委員会は、時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず、休館日を変

更し、又は臨時に休館日を設けることができる。
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（開館時間）

第 3 条 時遊館COCCO橋牟礼の開館時間は、午前 9 時から午後 5 時までとする。ただし、入館時間は、 午後 4 時 30 分までと

する。

2 条例第 7 条による使用の許可を受けた場合の開館時間は、前項の規定にかかわらず午後 10 時までとすることができる。

3 教育委員会は、時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上必要があると認めるときは、前項の開館時間又は入館時間を臨時に

変更することができる。

（観覧券の交付）

第 4 条 教育委員会は、条例第 6 条に規定する観廃料を納入した者に、別に定める観覧券を交付する。

（使用許可の申請）

第 5 条 条例第 7 条の使用の許可を受けようとする者は、教育委員会に施設等使用許可（変更）申請書（別記第 1 号様式）を提出

しなければならない。

2 教育委員会は、前項の申請書を受理したときは、申請書の記載事項及ぴ条例第 7 条に規定する事項について審査し、適当

と認めたときは施設等使用許可（変更）証（別記第 2 号様式）を交付するものとする。

（使用許可の中止）

第 6 条 施設等の使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）が、使用の中止をしようとするときは、 施設等使用許可中止届

（別記第 3 号様式）を教育委員会に提出しなければならない。

（入館者が守るべき事項）

第 7 条 時遊館COCCO橋牟礼に入館した者は、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。

(1) 施設、設備又は博物館資料をき損しないこと。

(2) 所定の場所以外で飲食、喫煙、火気使用等の行為をしないこと。

(3) 許可なく、博物館資料の移動、模写又は撮影をしないこと。

(4) 許可なく、物品の販売、募金、宣伝その他これらに類する行為をしないこと。

(5) その他係員の指示に従うこと。

（施設使用料の返還）

第 8 条 条例第 10 条第 2 項ただし書きの規定による既納の施設使用料の返還は、次の各号に掲げる場合ごとに当該各号に定める額

について行う。

(1) 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により、使用許可を取り消したとき。

未使用期間に相当する額

(2) 公益上又は時遊館COCCO橋牟礼の管理上の理由により、使用許可を取り消したとき。

未使用期間に相当する額

(3) 使用者が使用開始前に使用許可の取消しを申し出て、教育委員会がこれを認めたとき。

既納の施設使用料の 5 割相当額

(4) 前 3 号に掲げる場合のほか、教育委員会が特別な理由があると認めたとき。

既納の施設使用料の 5 割以内で教育委員会が個別に定める額

2 条例第 10 条第 2 項ただし書きの規定により既納の施設使用料の返還を受けようとする者は、施設使用料返還申請書（別記

第 4 号様式）を教育委員会に提出しなければならない。

（観覧料、施設使用料の減免）

第 9 条 条例第 11 条の規定により観廃料を滅額又は免除する場合の対象となる者は、次の各号に定めるものとする。

(1) 教育課程に基づ＜学習活動として入館する市内の小学校、中学校又は養護学校の児童及ぴ生徒並ぴに引率者観覧料の

全額

(2) その他教育委員会が適当と認めた者観覧料の 5 割以内

2 条例第 11 条の規定により施設使用料を減額又は免除する場合の基準は、次の各号に定めるとおりとする。

(1) 市が主催する行事のため使用するとき。

施設使用料の全額

(2) その他必要があると認めたとき。

施設使用料の 5 割以内

3 条例第 11 条の規定により観覧料及ぴ施設使用料の減額又は免除を受けようとする者は、観覧料・施設使用料減免申請書（別

記第 5 号様式）を教育委員会に提出しなければならない。

（博物館資料の寄贈又は寄託）

第 10 条 時遊館COCCO橋牟礼は、博物館資料の寄贈又は寄託を受けることができる。

2 博物館資料を寄贈しようとする者で、教育委員会が承認したものについては博物館寄贈資料申出書（別記第 6 号様式）を

教育委員会に提出し、教育委員会は、博物館資料を寄贈した者に対して博物館寄贈資料受領証（別記第 7 号様式）を交付す

るものとする。

3 博物館資料を寄託しようとする者で、教育委員会が承認したものについては博物館寄託資料申出書（別記第 8 号様式）を

教育委員会に提出し、教育委員会は、博物館資料を寄託した者に対して期間を定めた博物館寄託資料受託証（別記第 9 号様

式）を交付するものとする。

4 博物館寄託資料の返還を請求しようとする者は、博物館寄託資料返還請求書（別記第 10 号様式）を教育委員会に提出しな

ければならない。

5 寄託された資料の管理は、時遊館 COCCO橋牟礼所蔵の資料の管理に準ずるものとする。

6 教育委員会は、寄託された博物館資料が天災その他の不可抗力による損害に対し、その賠償の責を負わないものとする。
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（経費の負担）

第 11 条 寄贈又は寄託に要する経費は、寄贈者又は寄託者の負担とする。ただし、教育委員会が必要と認めた場合は、この限りで

ない。

（博物館資料の館外貸出し）

第 12 条 時遊館COCCO橋牟礼が収集し、保管し、又は展示する資料（以下「博物館資料」という。）の館外貸出しは行わない

ただし、学術上の調査研究又は教育の普及の目的のために使用されるものであり、かつ、博物館資料の取扱い上の安全

性が確認されるものであるといえる場合は、館外貸出しを行うことがある。

2 前条ただし書の規定による博物館資料の館外貸出し を受けようとする者は、教育委員会に博物館資料貸出し許可申請書

（別記第 11 号様式）を提出し、その許可を受けなけれはならない。この場合において、館外貸出しの申請による博物館資

料が寄託された資料であるときは、博物館資料貸出許可申請書に、当該資 料寄託者の承諾書を添付しなければならな

し＼。

3 教育委員会は、前項の規定により博物館資料の館外貸出しの許可をしたときは、当該許可の申請をした者に、博物館資

料貸出許可書（別記第 12 号様式）を交付する。

（貸出期間）

第 13 条 博物館資料の館外貸出期間は、 30 日以内とする。ただし、教育委員会が特に必要と認めたときは、貸出期間を延長する

ことができる。

（博物館資料の特別利用）

第 14 条 学術上の調査研究のため、博物館資料を特別に利用しようとする者は、博物館資料特別利用申請書（別記第 13 号様式）を

教育委員会に提出し、その許可を受けなければならない。この場合において、当該申請にかかる博物館資料が寄託された

資料であるときは、第 12 条第 2 項後段の規定を準用する。

2 教育委員会は、前項の規定をしたときは、博物館資料特別利用許可書（別記第 14 号様式）を交付する。

（施設、設備等のき損届）

第 15 条 使用者は、時遊館 COCCO橋牟礼の施設若しくは設備又は博物館資料を損傷し、又は滅失したときは、直ちにその旨

を教育委員会に届け出て、その指示に従わなければならない。

（職員の立入り）

第 16 条 教育委員会は、時遊館COCCO橋牟礼の管理上必要があると認めるときは、使用許可を受けた者が現に使用している施

設に職員を立ち入らせ、必要な指示をさせることがある。

（雑則）

第 17 条 この規則に定めるもののほか、時遊館COCCO橋牟礼の管理及び運営に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。

附則

この規則は、平成 8 年 4 月 1 日から施行する。

※ 指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例および指宿市考古博物館時遊館

COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例施行規則に伴う緒様式については紙数の関係で割愛いた

します。
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紀要編
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時遊館COCCOはしむれ所蔵民具資料目録

1 本目録は時遊館COCCOはしむれに収蔵する民俗資料の一部を集成したもので

ある。

資料は昭和 50 年代に、指宿市教育委員会社会教育課が市政事務嘱託員に依頼し、

各地区の民俗資料収集を行ったもので構成される。

2 資料の記載は、資料番号・資料名・種別・数量・使用地もしくは収集地・計測値・

備考とした。

3 資料番号は便宜上付したものである。

4 資料名称は、下記の文献によって記述し、下記文献に収録されないものについて

は、地元での呼称を収録した。この際、他と区別する意味で表記の方法として、カ

タカナ表記とした。

5 種別は、用途に応じ記述した。

6 計測値は、 mm単位で表記した。

7 備考欄には、寄贈者名・銘・形状的特徴等を記したが、特に寄贈者が不明なもの

については、明記していない。

8 民俗資料の目録化については、中摩浩太郎が行った。

＜参考文献＞

・日本民具学会編， (1997). 日本民具辞典．東京：株式会社ぎょうせい

・鹿児島県歴史資料センター黎明館編， (1996). 鹿児島県歴史資料センター黎明

館収蔵品目録 (XII), 民俗 (2).
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資料 使用地
資料名 種別 数量： 坪o隼r抽 計測値（単位： cm) 備 考

悉号

FOOl 短床却 農耕具 1 指宿市 長1260 ・梨棘長1170

F002 短床梨 農耕具 1 指宿市 長1140 ・梨頼長1340 「十町」銘入

F003 両用梨 農耕具 1 指宿市 長1140 ・梨棘長 1340 「日の本暁 両用梨」銘入

F006 杵 製造用具 1 指宿市 長430· 柄長740

F005 馬鍬 農耕具 1 指宿市 高680 ・幅 980 歯 9 本

F004 削斧（はつりよき） 木工具 l 指宿市 刃渡210· 幅210· 柄長950 表に 7 ・裏に 6 本の刻み目

F007 削斧（はつりよき） 木工具 1 指宿市 刃渡200 ・幅300 ・柄長860 「 7 つ目の斧」 ．銘あり判読不能

F008 木挽鋸．鋸鞘 木工具 2 指宿市 刃渡560· 長900 ・高350

F009 ミゾホリ 農耕具 1 指宿市 長1580· 刃長240· 刃幅 180

FOlO 木挽鋸 木工具 2 指宿市 刃渡570· 長890 ・高300

FOll 座敷蒋 掃除用具 1 指宿市 長730

F012 駄手籠 家具調度品 1 指宿市 幅570 ・奥行500 ・高330 福崎フサ氏寄贈

F013 蛸壺 漁具 1 指宿市 高260· 口径 115 「高橋三口」銘

F014 大鋸 木工具 1 指宿市 刃渡2140 ・幅2230 ・高 120

F015 剪定鋏 植木道具 1 指宿市 長675 ・幅70 ・柄355

F016 木挽鋸 木工具 1 指宿市 刃渡560· 長920 ・高360

F017 木挽鋸 木工具 1 指宿市 刃渡580· 長990 ・高340

F018 木挽鋸 木工具 1 指宿市 刃渡550· 長820 ・高330

F019 木挽鋸 木工具 1 指宿市 長900 ・高 130

F020 木挽鋸 木工具 1 指宿市 刃渡510· 長810 ・高300 「山沢政造」銘

F021 はらい鎌 農耕具 1 指宿市 刃渡530 ・柄 140

F022 スコップ 農耕具 1 指宿市 長990(柄610)· 幅200 「湯ノ上」銘

F023 木挽鋸 木工具 2 指宿市 長700 ・高 110

FOZ4 長持 家具調度品 1 指宿市 幅 1665 ・奥行600 ・高795

F025 瓶 炊事用具 1 指宿市 高460· 直径240

F026 土入 農耕具 1 指宿市 長1532 ・幅

F027 土入 農耕具 1 指宿市 長1388 ・幅 149

F028 木挽鋸 木工具 2 指宿市 刃渡570· 長890 ・高300

F029 除草機 農耕具 1 指宿市 長1450(柄 1050)· 幅375
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資料 1更用地
資料名 種別 数量 ぼo隼r地 計測値（単位： cm) 備 考

番号

F030 ばら 製造用具 1 指宿市 直径620

F031 削斧（はつりよき） 木工具 2 指宿市 刃渡200 ・柄長 1554 鞘付

F032 鍬 農耕具 1 指宿市 長587 ・幅 116 ・柄長950

F033 ばら 製造用具 3 指宿市 直径885

F034 万カ 林業具 指宿市 直径 155· 長300

F035 エプリ 農耕具 1 指宿市 長 117(柄 1783)· 幅617 歯数 7

F036 エプリ 農耕具 1 指宿市 長40(柄 1382)· 幅375 歯欠損

F037 万カ 林業具 1 指宿市 直径 137· 長322

F039-I 万カ 林業具 1 指宿市 直径 164· 長250

F039-2 カン（鑽） 林業具 1 指宿市 長217 ・幅62

F040 カン（鑽） 林業具 1 指宿市 長253 ・幅70

F041 千歯扱 農耕具 1 指宿市 幅 1095 ・高63 歯欠損

F042 鎚 石工具 1 指宿市 長105 ・幅52 「谷山口」銘

F043 削斧（はつりよき） 木工具 1 指宿市 刃渡 195 ・幅 190 ・柄長420

F044 メシゲ（しゃもじ） 炊事用具 1 指宿市 長976 ・幅 193

F045 メグイ 農耕具 1 指宿市 長782(柄 1610)· 幅 154 先端 4 本

F046 メグイ 農耕具 l 指宿市 長943(柄 1870)· 幅 193 先端 1 本

F047 藁打鎚 農耕具 1 指宿市 長264 ・幅87

F048 木挽鋸 木工具 2 指宿市 刃渡500· 長740 ・高 180 柄欠損

F049 土人形 玩具 1 指宿市 高295· 幅 105 母子像・小吉辰志氏寄贈

F050 土人形 玩具 1 指宿市 高260 ・幅 133 金太郎像・小吉辰志氏寄贈

F051 土人形 玩具 1 指宿市 高315 ・幅 135 女性像

F052 土人形 玩具 1 指宿市 高300 ・幅 125 女性像

F053 土人形 玩具 1 指宿市 高230 ・幅 150 武者像（武田信玄）

F054 土人形 玩具 l 指宿市 高205· 幅200 金太郎像・「山上夜助」

F055 土人形 玩具 1 指宿市 高280 ・幅 130 踊り子像・小吉辰志氏寄贈

F056 土人形 玩具 1 指宿市 高290 ・幅 170 金太郎像・小吉辰志氏寄贈

F057 土人形 玩具 1 指宿市 高270 ・幅 140 琵琶奏者・小吉辰志氏寄贈

F058 土人形 玩具 1 指宿市 高320 ・幅 130 女性像・「本郷栄造」

F059 土人形 玩具 1 指宿市 高290 ・幅 160 金太郎像・「小吉官治」

F060 土人形 玩具 1 指宿市 高320 ・幅 140 女性像・「小吉トシ子」

F061 土人形 玩具 1 指宿市 高325 ・幅 170 武者像（武田信玄） ．「中吉誠」
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資料 使用地
資料名 種別 数量 坪o隼r地 計測値（単位： cm) 備 考

番号

F062 土人形 玩具 1 指宿市 高245 ・幅 140 男児像

F063 土人形 玩具 1 指宿市 高300 ・幅 145 女性像

F064 土人形 玩具 1 指宿市 高295 ・幅 165 「小吉□武」

F065 土人形 玩具 1 指宿市 高200 ・幅 165 力士像

F066 土人形 玩具 1 指宿市 高180 ・幅 160 浦島太郎像

F067 土人形 玩具 1 指宿市 高250 ・幅 175 浦島太郎像

F068 土人形 玩具 1 指宿市 高175· 幅 160 女性像

F069 土人形 玩具 1 指宿市 高260 ・幅 160 金太郎像

F070 土人形 玩具 1 指宿市 高 150 ・幅 110 内裏像

F071 土人形 玩具 1 指宿市 高355 ・幅 180 内裏像

F072 土人形 玩具 l 指宿市 高360 ・幅200 力士像

F073 土人形 玩具 1 指宿市 高320 ・幅 150 武者像（武田信玄）

F49 F52 F53 F55 

,, 

F56 F57 F58 F59 

F61 F62 F63 

収蔵民具写真（記号番号は、一覧表に対応）
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（
引
点
）

【
原
文
】八

月
九
日

玄
旨

先
刻
者
預
御
状
候
、
御
能

可
致
見
物
之
由
被
仰
出
罷
出
、

唯
今
罷
帰
候
、
将
亦
御
頓

能
者
、
十
一
日
朝
御
茶

可
被
参
之
由
徳
川
殿
自
拙
者

相
心
得
可
申
入
之
由
如
何
御
返
事

可
承
以
候
、
其
返
可
申
遣
候
、
尚
使
者

可
申
候
、
恐
愧
謹
慎

、

（
花
押
）

玄
旨

（
折
目
）

硫
硫
百
斤
被
逐
御
意
候
、

畏
入
候
猶
逐
日
可
申
入
候
、

龍
伯

人
々
御
中

七
、
細
川
幽
斎
（
玄
旨
）
書
状
島
津
義
久
（
龍
伯
）
宛
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比
志
紀
伊
又
八
（
忠
恒
）
よ
り

甘
二
日

（
切
封
）

先
日
者
龍
伯
様

よ
り
被
仰
聞
儀

御
返
事
可
申
上
候

す
れ
共
、
急
便
候
間

此
度
無
其
儀
候
、
為

御
存
知
候
、
か
し
く
、

【
原
文
】

六
、
島
津
又
八
郎
（
忠
恒
）
書
状
比
志
嶋
紀
伊
守
（
国
貞
）
宛

（
折
紙
）
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比
志
嶋
紀
伊
守

と
の
ヘ

七
月
十
七
日

か
し
く

口
□
口
者
者
宗
岩

か
た
迄
御
越
状
令

祝
着
候
、
不
例
之
由

如
何
候
哉
無
心

許
候
少
将
へ
以

使
札
申
候
之
間

乍
次
染
筆
候
、

【
原
文
】

（
信
手
）
（
花
押
）

五
、
近
衛
三
貌
院
（
信
手
）
書
状
比
志
嶋
紀
伊
守
（
国
貞
）
宛
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（
意
）

穆
々
ノ
字
如
何
、
深
遠
之
兒
子
有
之
間
如
此

□
ニ

（
と
ヵ
）

而
有
之
候
哉
、
乍
去
文
王
ノ
事
ヲ
モ
詩
二
穆

A

□

有
之
問
、
天
ノ
事
ニ
ハ
如
何
、
承
度
候
、
以
上
、

新
年
之
祝
詞
重
A
‘

日
之
昨
所
示
、

之
試
奄
句
々
言
々
希
有
A
A

、

非
所
予
之
輩
之
及
、
而
論
善
悪

者
還
多
罪
A
A

、
又
愚
乱
書
以
備
、

高
覧
、
辞
之
改
削
所
戸
幾
候
、

無
遠
慮
者
快
然
A
A

、
恐
愧
不
宣
、

初
春
二
日
貞
昌
拝

昨
日
欣
暖
気
伸
懐
云

穆
々
東
皇
施
徳
辰

好
□
口
□
口
官
途

（
端
裏
書
）

謹
上
大
龍
寺

【
原
文
】

乾
坤
遍
賦
物
皆
新

暖
気
今
朝
春
野
口

玉
机
下

四
、
伊
勢
貞
昌
書
状
大
龍
寺
（
文
之
和
尚
）
宛

貞
昌
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比
志
紀
伊

三
、
島
津
又
八
郎
（
忠
恒
）
書
状
比
志
嶋
紀
伊
守
（
国
貞
）
宛
（
折
紙
）

先
二
申
候
つ
る
う
た

の
儀
い
か
A

相
と
A

の
ヘ

候
哉
、
承
度
こ
そ
候
へ
、

又
用
之
儀
候
間
只
今

被
来
候
へ
、
待
入
候
、

か
し
く
、

甘
三
日

【
原
文
】

（
忠
恒
）

又
八

よ
り
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（
忠
張
）

吉
利
下
総
守
殿

参

（
辰
力
）

□
（
寛
永
五
年
力
）

正
月
甘
八
日

（
少
輔
）
国
隆

比
志
嶋
宮
内
□
□

（
花
押
）

以
上
、

被
仰
付
候
共
露
塵
程
も
な
け
か
し
く
存

申
ま
し
く
候
事

勿
論
な
か
ら
少
茂
御
無
理
と
不
存
候
、
窟
三
ヶ

（
儀
）

条
共
二
申
た
つ
ロ
・
有
之
候
、
紀
伊
事
別
而

□
口

召
仕
候
一
筋
に
て
候
間
御
龍
明
御
座
候
様
二
御
取
分
頼

入
候
、
此
由
摂
津
老
へ
直
申
度
候
へ
共
、
と
て
も
御
あ
い
被
成

（
如
斯
力
）

間
敷
候
条
□
□

申
入
候
様
被
仰
候
而
可
被
下
候
、
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今
晩
山
寺
之
こ
と
く
可
参
覚
悟
二
候
、
然
者
今
度
被

仰
聞
三
ヶ
条
之
事

一
御
評
定
所
二
て
御
談
合
之
わ
つ
ら
ひ
に
罷
成
儀
を

申
た
る
由
一
圃
二
其
覚
無
御
座
候
事
、

被
仰
出
候
儀
二
御
返
事
を
不
申
上
由
是
又
少
茂
覚

不
申
候
、
野
州
老
・
摂
津
老
御
同
前
承
た
る
儀
共
ニ

御
返
事
延
引
之
事
共
ハ
候
つ
ら
ん
哉
、
努
々
覚
不
申
候
事
、

御
上
洛
前
二
被
仰
聞
た
る
儀
不
致
首
尾
之
由

□
ロ

に
も
覚
不
申
、
被
成
御
意
儀
共
二
候
間
拙
者
失

念
も
可
有
之
候
哉
、
其
時
之
御
使
之
口
を
承
度

存
候
事
、

黄
門
様
於
御
在
国
者
、
縦
深
々
敷
御
曖
候
と
も

鉢
被
遂
御
礼
明
可
被
下
通
御
佗
言
申
上
度
心
底

候
へ
共
、
従
江
戸
被
仰
下
候
間
不
及
是
非
、
拙
者
申
儀

毛
頭
偽
御
座
候
者
、
野
州
老
・
摂
津
老
可
為
御
存
知
候

条
有
様
二
可
被
仰
聞
事
頼
入
候
事
、

上
様
御
帰
国
之
時
分
定
拙
子
違
目
之
儀
も

御
尋
可
有
之
候
間
愚
意
可
申
上
候
、
其
上
に
て
ハ
如
何

【
原
文
】

二
、
比
志
嶋
国
隆
書
状
吉
利
下
総
守
（
忠
張
）
宛
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（
文
禄
二
年
）

九
月
甘
九
日

比
志
嶋
紀
伊
守
殿

人
衆
心
得
可
入
儀
に
候
之
条
、
よ
＜
／
＼
被
仰
付
、
て
つ
ほ
う

奔
走
候
之
様
二
可
有
御
オ
覚
事
、

一
い
わ
う
の
事
、
冊
桶
も
四
十
桶
も
被
仰
付
、
可
被
差
越
候
、
え

ん
せ
う
ハ
け
に
と
事
開
候
者
、
此
方
に
て
に
さ
せ
候
て
も
見
可

申
哉
、
高
麗
人
二
封
し
て
ハ
て
つ
ほ
う
二
可
相
究
と
見
へ
申
候

事
、

一
石
火
矢
の
事
御
た
つ
ね
候
て
、
有
次
第
可
被
差
渡
候
事
、
餘
者

此
使
江
相
含
候
間
、
被
聞
食
届
、
御
入
魂
所
仰
候
段
、
可
然
之

様
二
可
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

義
弘
（
花
押
）

島津義弘花押
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令
出
國
候
き
、
此
旨
諸
神
八
幡
非
僻
候
、
然
虞
我
等
乗
船
を
始
、

供
衆
已
下
之
船
迄
一
圏
不
来
候
て
、
借
船
に
て
小
姓
を
さ
へ
め

し
つ
れ
候
ハ
て
、
親
子
の
ミ
令
渡
海
、
迷
惑
仕
候
、
又
手
船
等

参
候
人
衆
も
中
途
髪
か
し
こ
に
令
延
引
、
肝
煎
と
て
も
不
参
候
、

皆
是
某
を
不
用
之
始
末
二
候
、
我
等
一
身
之
儀
者
不
及
申
、
併

於
天
下
御
家
之
御
面
目
を
被
失
果
た
る
迄
に
候
事
、

一
某
事
者
、
去
年
九
月
京
都
よ
り
罷
下
、
無
程
な
こ
や
へ
罷
出
、
御

普
請
如
形
令
周
備
、
追
付
嘗
國
へ
罷
渡
立
、
於
御
家
之
御
奉
公

者
、
柳
不
存
疎
略
候
、
猶
以
不
可
有
私
曲
事
、

一
如
右
申
候
、
今
度
迄
者
國
家
之
為
を
存
致
渡
海
、
子
今
在
之
事

ニ
候
、
然
共
在
陣
之
調
も
不
罷
成
、
人
衆
も
不
罷
成
、
無
人
究

に
て
御
軍
役
無
首
尾
候
ヘ
ハ
、
還
而
國
家
之
為
不
可
然
候
、
竜

伯
様
於
御
渡
海
者
、
御
供
衆
其
外
船
被
下
可
致
首
尾
候
吹
、
我
等

も
令
御
供
陣
中
御
奉
公
不
可
有
疎
意
候
、
如
此
思
召
立
候
得
者
、

今
一
廉
國
家
も
相
続
候
様
二
被
成
御
才
覚
尤
令
存
候
、
此
間
之

様
―
在
陣
之
用
意
も
不
罷
成
、
人
衆
も
不
罷
渡
、
御
軍
役
不
相

応
に
て
可
為
御
名
代
事
、

一
園
罷
成
間
敷
候
間
、
近
比
無
望
儀

ニ
候
へ
共
、
我
等
事
者
大
隅
諸
縣
之
公
役
に
て
、
在
陣
可
仕
哉

と
存
計
候
事
、

一
懸
米
之
儀
被
仰
付
、
可
被
成
首
尾
儀
専
一
候
事
、

一
て
つ
ほ
う
井
玉
薬
被
成
御
用
意
、
可
被
食
越
候
、
鑓
ハ
一
切
不

用
立
候
、
何
と
し
て
も
鉄
砲
数
被
仰
付
肝
要
二
候
、
追
々
可
罷
立
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一
、
島
津
義
弘
書
状
比
志
嶋
紀
伊
守
（
国
貞
）
宛

（
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録
後
編
二
』

9
7
0
号
文
書
参
照
）

【
原
文
】己

上

六
月
甘
日
之
御
書

、

去
月
十
一
日
令
頂
戴
、
拝
見
恭
次
第
候
、

一
此
表
之
儀
、
最
前
已
来
百
姓
等
少
々
雖
令
還
住
、
為
武
士
者
一

切
不
罷
出
、
山
中
曳
入
、
此
方
彼
方
於
路
次
企
鉾
楯
候
之
条
、
使

者
一
人
申
付
候
て
茂
、
送
之
人
数
百
弐
百
に
て
可
罷
通
様
無
之

候
、
就
夫
、
妥
元
之
様
子
、
干
今
申
後
候
、
な
こ
や
壱
岐
な
と

へ
の
こ
し
を
き
候
人
衆
も
、
や
う
／
＼
去
月
初
八
日
参
陣
候
、

然
間
無
人
共
中
々
可
申
様
無
之
候
、
常
國
之
立
柄
右
之
始
末
に

候
へ
共
、
太
閤
様
御
威
光
不
始
儀
共
二
候
之
間
‘
已
来
之
儀
可
御
ヽ
此
女
事
、

一
梅
北
宮
内
徒
党
逆
心
之
儀
、
不
及
是
非
候
、
然
共
、
竜
伯
様
無

御
疎
意
段
、
公
義
被
聞
食
分
、
幽
斎
様
以
御
同
心
御
帰
國
之
由

候
、
萬
々
目
出
存
候
事
、

一
晴
蓑
之
事
、
先
年
已
来
依
不
相
届
、
今
度
生
界
之
由
、
無
是
非

次
第
候
事
、

一
幽
斎
様
干
今
御
在
國
之
由
候
、
諸
事
可
為
御
無
会
尺
と
存
た
て

ま
つ
り
候
、
不
及
申
候
へ
共
、
國
家
之
始
末
、
今
度
可
被
相
究

儀
尤
候
事
、

一
今
度
我
等
薩
州
二
先
立
而
令
渡
海
候
之
儀
、
且
ハ
竜
伯
様
御

身
鉢
之
御
為
、
且
者
國
家
之
為
を
存
候
て
、
不
調
仕
合
な
か
ら
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文
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（
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書
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比
志
嶋
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伊
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（
国
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宛

•
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6
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六
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又
八
郎
（
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書
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伊
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国
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•
•
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七
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（
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書
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文
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一
、
本
編
は
、
指
宿
市
教
育
委
員
会
の
所
管
の
指
宿
市
考
古
博
物
館
、
時
遊
館
C
0
c
c
O

は
し
む
れ
へ
の
史
料
寄
贈

に
伴
っ
て
、
原
本
の
史
料
紹
介
を
行
な
い
、
史
料
の
保
存
・
活
用
に
資
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
原

本
の
み
の
掲
載
を
行
な
う
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
【
原
文
】
を
原
本
の
ま
ま
組
み
、
次
に
【
読
み
下
し
】
文
を
掲
げ
、
【
原
文
】
の
右
傍
に
正
字
・
通

用
の
書
体
を
註
す
。
片
仮
名
は
、
原
本
に
従
い
、
変
体
仮
名
は
【
原
文
】
で
は
原
字
に
復
し
、
【
読
み
下
し
】
文
で

は
、
す
べ
て
平
仮
名
と
す
る
。
原
本
の
記
載
に
あ
た
っ
て
は
、
当
用
漠
字
を
可
能
な
限
り
使
用
し
た
。

一
、
原
史
料
に
露
蝕
な
ど
に
よ
る
欠
損
文
字
で
、
字
数
が
明
確
な
も
の
は
、
そ
の
字
数
を
算
定
し
て
口
を
挿
入
し
、
文

字
の
判
明
す
る
も
の
は
、
そ
の
右
傍
に
該
当
す
る
文
字
を
註
す
。
ま
た
、
史
料
本
来
の
折
目
・
糊
付
の
部
分
や
、
欠

失
し
て
い
る
場
合
に
は
、
折
紙
…
（
折
目
）
…
、
続
紙
…
（
紙
継
目
）
…
、

L
(
後
欠
）
J

の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
箇
所
に
註
す
゜

一
、
古
文
書
に
関
わ
る
要
目
の
う
ち
、
料
紙
（
紙
質
）
．
法
量
．
形
状
（
竪
紙
・
折
紙
・
続
紙
）
は
、
解
説
の
項
に
記
す
゜

ま
た
、
自
署
・
花
押
に
付
し
た
番
号
は
、
図
版
番
号
と
一
致
す
る
。

一
、
史
料
調
査
は
、
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
五
味
克
夫
先
生
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
本
編
の
編
集
は
指
宿
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
主
事
下
山
覚
が
行
い
、
写
真
撮
影
は
、
指
宿
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
事
中
摩
浩
太
郎
・
鎌

田
洋
昭
が
行
な
っ
た
。

一
、
こ
の
調
査
お
よ
び
原
稿
作
成
に
際
し
て
は
、
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
五
味
克
夫
先
生
、
鹿
児
島
ラ
・
サ
ー
ル
学
園

教
諭
永
山
修
一
先
生
の
御
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

例

戸
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紀
伊
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